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特集

1月 恵那支店
坂下支店
ローンセンター恵那店
下野支店
加子母支店
付知支店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

1月

2月

8日（水）
9日（木）
15日（水）
〃　　

12日（水）
13日（木）

下野支店
本　　店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本　　店

月　　日内 容 場　　所

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

1月

2月

8日（水）
22日（水）
12日（水）
21日（金）

山岡支店
本　　店
恵那支店
下野支店

税務
相談

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、
お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

13日（木）・14日（金）

8日（水）
〃　　

12日（日）
15日（水）
〃　　
〃　　

19日（日）
26日（日）

2月 ローンセンター中津川店
山岡支店
上村支店
明智支店
ローンセンター恵那店
恵那支店
坂下支店
ローンセンター中津川店
下野支店
加子母支店
付知支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

2日（日）
5日（水）
〃　　
〃　　
9日（日）
12日（水）
〃　　

16日（日）
19日（水）
〃　　
〃　　
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発行：東美濃農業協同組合（JAひがしみの）
編集：総合企画部 組織広報課  〒509-9132 岐阜県中津川市茄子川1646-19

TEL 0573- 78 - 0124  FAX 0573- 68 - 7724  
〈E-mail〉 koho@ja-higashimino.gjadc. jp

1
Hea r t f u l  Commun i ca t i o n

●JANUARY／Vol.262　2020年1月1日発行

事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

通帳・キャッシュカードを無くしてしまった 0120-215-522TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは 0573-68-7744TEL

本 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

78-0124
25-5291
56-2121
54-2171
65-3145
26-2999

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支店
付 知 支 店
下 野 支 店

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

明智光秀のルーツを辿る明智光秀のルーツを辿る

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購 買 品 供 給 高
販 売 品 取 扱 高

32,232人
26億2,969万円

2,272億7,605万円
352億6,223万円
6,148億6,303万円
36億6,031万円
30億6,567万円

（令和元年11月30日現在）

第9回理事会 （令和元年12月19日）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
子
年
。子
年
生
ま
れ
の
特
徴
は
、真
面
目
で

倹
約
家
、ま
た
人
に
や
さ
し
く
、社
交
的
で
も
あ
る
そ

う
で
す
。し
か
し
、素
直
で
考
え
す
ぎ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
や
す
い
と
の
こ
と
。今
回

の
特
集
で
取
り
上
げ
た「
明
智
光
秀
」も
子
年
だ
そ
う

で
す
。何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

  

（
も
）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
九
星
に
よ
る
と
、私
は「一白
水
星
」に
あ
た
り
ま
す
。２
０

２
０
年
の
運
勢
を
調
べ
る
と
、「
大
き
な
変
化
の
可
能
性
あ
り
。

思
い
つ
き
で
動
く
と
失
敗
す
る
た
め
、あ
せ
ら
ず
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
こ
と
。」と
あ
り
ま
し
た
。確
か
に
向
こ
う
見
ず
で

早
と
ち
り
な
面
が
あ
り
ま
す
。訪
れ
る
変
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
、何
事
も
冷
静
に一歩
ず
つ
、と
肝
に
銘
じ
ま
す
。
（
な
）

次の事項が審議されました。
【附議事項】
①任期満了に伴う役員選任日程について
②岐阜県信連への増資について
③東美濃農業協同組合企業年金規約の
一部変更について
④総代選挙における管理者及び立会人の
指名者変更について

Higashimino●InformationHea r t f u l  Commun i ca t i o nHea r t f u l  Commun i ca t i o n

https://ja-higashimino.or.jp
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみのホームページ

JAひがしみの 検 索

お伺いしましたのは

店舗名

担当者名 です。
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中
津
川
市
阿
木
の
「
農
事
組
合
法
人　

阿
木

特
産
営
農
」
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
栽
培
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た「
干
し
芋
」

を
作
り
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
、
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
は
平
成
26
年
２
月
に
法
人
化
。
現
在

は
16
人
の
構
成
員
が
、
寒
暖
の
差
が
激
し
い
気

候
に
適
し
た
ソ
バ
や
米
の
栽
培
、
加
工
品
の
開

発
に
取
り
組
み
、
地
域
活
性
化
に
一
役
買
っ
て

い
ま
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
耕
作
放
棄
地
の

解
消
の
た
め
、
6
年
前
か
ら
栽
培

を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
地
元
の

小
学
生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
阿

木
よ
さ
こ
い
踊
り
グ
ル
ー
プ
「
楽

k
e
y
（
ラ
ッ
キ
ー
）」
や
J
A
ひ

が
し
み
の
と
植
え
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
共
同
で
作
業
し
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
苗
計
３
千
本
を
植
え
、

約
13
ｔ
を
収
穫
。
収
穫
し
た
後
の

干
し
芋
へ
の
加
工
は
じ
っ
く
り
と

蒸
し
た
後
、
薄
く
切
り
、
ト
マ
ト
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
５
〜
７
日
間
天
日
干
し
を
し
ま
す
。

「
作
り
方
も
道
具
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
だ
っ

た
が
、
多
く
の
方
に
『
美
味
し
い
』
と
言
っ
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と

構
成
員
の
皆
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

中
学
生
と
ソ
バ
打
ち
体
験
や
、
高
校
生
へ
の

食
材
提
供
な
ど
を
通
じ
、「
地
元
の
若
者
を
少

し
で
も
応
援
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
連
携
を

強
め
て
い
き
た
い
」
と
構
成
員
の
皆
さ
ん
は
語

り
ま
す
。
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手
作
り
の
素
朴
な
美
味
し
さ

中津川グリーンセン
ターで販売

Y E
U M
N
O
T
E

　使用するサツマ
イモの品種は「紅は

るか」。

やや粉質で、しっと
りした食感と強い

甘みが特徴

です。ＪＡ中津川
グリーンセンター

で1袋200㌘

入り、500円（税込
）で販売しています

。

中津川市阿木

農事組合法人
阿木特産営農

代
表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
専
務

常

務

理

事

理

事

代

表

監

事

常

勤

監

事

員

外

監

事

監

事

足
立
　
　
能
夫

細
江
　
　
成
徳

早
川
　
　
和
良

原
　
　
　
実
好

林
　
　
　
義
隆

古
田
　
　
裕
茂

内
藤
　
　
　
勝

原
　     

　 

進

塚
田
　
　
芳
己

中
島
　
　
　
等

山
内
　
健
一
郎

荻
野
　
　
修
三

嶋
﨑
　
　
利
子

原
　   

　
直
尋

安
藤
　
　
菊
男

土
屋
　
　
厚
子

長
谷
川
富
美
代

粥
川
　
　
茂
和

安
藤
　
　
孝
義

曽
我
　
　
菊
雄

後
藤
　
　
展
子

早
川
　
　
恭
平

鈴
木
　
　
雅
博

纐
纈
　
　
則
幸

市
川
　
ひ
さ
ゑ

梅
本
　
　
信
枝

柘
植
　
　
貴
敏

西
尾
　
　
敏
成

渡
邉
　
　
　
宏

勝
　
　
　
佳
朗

深
谷
　
　
富
昭

小
木
曽
　
信
夫

西
尾
　
　
和
洋

　他 

職 

員 

一 

同

東美濃農業協同組合
代表理事組合長

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
を

ご
愛
顧
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
美
濃
地
域
の
農
畜
産
物
生
産
・
販
売
に
つ
き
ま
し
て
、
当
地
域
の
代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
飛
騨
牛
は
、
国
内
外
に

大
変
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
今
後
も
販
売
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

主
要
園
芸
品
目
の「
ト
マ
ト
・
な
す
」の
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
異
常
気
象
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ト
マ
ト
の
生
産
に
つ

き
ま
し
て
は
前
年
度
対
比
を
上
回
り
、
ま
た
、
栗
に
つ
き
ま
し
て
も
、
後
半
よ
り
収
穫
量
が
伸
び
、
前
年
度
対
比
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

中
津
川
市
、
恵
那
市
で
生
産
さ
れ
る「
東
美
濃
ぽ
ろ
た
ん
」に
つ
き
ま
し
て
、
昨
年
11
月
、
天
皇
陛
下
の
皇
位
継
承
に
伴
う
重
要

祭
祀「
大
嘗
祭
」へ
供
納
す
る
栗
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
美
濃
地
方
で
生
産
さ
れ
る「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年
の

日
本
穀
物
検
定
協
会
が
行
う
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
４
年
連
続
で
最
高
ラ
ン
ク
の「
特
Ａ
」評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

東
美
濃
管
内
の
栗
や
米
の
生
産
者
に
と
っ
て
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、励
み
に
な
り
ま
す
と
と
も
に
、農
業
者
の
所
得
増
大
に
、

直
接
む
す
び
つ
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
自
己
改
革
の
最
大
の
目
標
で
あ
り
ま
す
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
の
実
現
に
向
け
、
米
の
買
取
販
売
の
拡
大
と
、

消
費
拡
大
の
取
り
組
み
と
し
て
、
丹
精
込
め
て
生
産
さ
れ
た
東
美
濃
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
丁
寧
に
精
米
し
た「
今
ず
り
米　

ひ
と
な
る
」

の
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
消
費
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
支
店
協
同
活
動
に
取
り
組
み
、

合
わ
せ
て「
食
」と「
農
」を
通
じ
て
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
組
合
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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勝
　
　
　
佳
朗

深
谷
　
　
富
昭

小
木
曽
　
信
夫

西
尾
　
　
和
洋

　他 

職 

員 

一 

同

東美濃農業協同組合
代表理事組合長

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
を

ご
愛
顧
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
美
濃
地
域
の
農
畜
産
物
生
産
・
販
売
に
つ
き
ま
し
て
、
当
地
域
の
代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
飛
騨
牛
は
、
国
内
外
に

大
変
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
今
後
も
販
売
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

主
要
園
芸
品
目
の「
ト
マ
ト
・
な
す
」の
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
異
常
気
象
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ト
マ
ト
の
生
産
に
つ

き
ま
し
て
は
前
年
度
対
比
を
上
回
り
、
ま
た
、
栗
に
つ
き
ま
し
て
も
、
後
半
よ
り
収
穫
量
が
伸
び
、
前
年
度
対
比
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

中
津
川
市
、
恵
那
市
で
生
産
さ
れ
る「
東
美
濃
ぽ
ろ
た
ん
」に
つ
き
ま
し
て
、
昨
年
11
月
、
天
皇
陛
下
の
皇
位
継
承
に
伴
う
重
要

祭
祀「
大
嘗
祭
」へ
供
納
す
る
栗
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
美
濃
地
方
で
生
産
さ
れ
る「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年
の

日
本
穀
物
検
定
協
会
が
行
う
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
４
年
連
続
で
最
高
ラ
ン
ク
の「
特
Ａ
」評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

東
美
濃
管
内
の
栗
や
米
の
生
産
者
に
と
っ
て
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、励
み
に
な
り
ま
す
と
と
も
に
、農
業
者
の
所
得
増
大
に
、

直
接
む
す
び
つ
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
自
己
改
革
の
最
大
の
目
標
で
あ
り
ま
す
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
の
実
現
に
向
け
、
米
の
買
取
販
売
の
拡
大
と
、

消
費
拡
大
の
取
り
組
み
と
し
て
、
丹
精
込
め
て
生
産
さ
れ
た
東
美
濃
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
丁
寧
に
精
米
し
た「
今
ず
り
米　

ひ
と
な
る
」

の
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
消
費
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、支
店
・
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
支
店
協
同
活
動
に
取
り
組
み
、

合
わ
せ
て「
食
」と「
農
」を
通
じ
て
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
組
合
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
助
け
あ
い
組
織「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
昨
年
12
月
４
日
、Ｊ

Ａ
本
店
で
訪
問
介
護
セ
ン
タ
ー
利
用
者
50
人
分
の
お
は
ぎ
弁
当
を
作
り
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
現
在
40
人
が
健
康
で
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
、
福
祉

施
設
等
へ
の
訪
問
や
、
手
遊
び
や
劇
を
交
え
た
読
み
語
り
な
ど
の
活
動
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
弁
当
に
は
三
種
類
の
お
は
ぎ
の
他
、
か
ぼ
ち
ゃ

サ
ラ
ダ
や
里
芋
の
唐
揚
げ
な
ど
を
添
え
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
。
会
員
の
自

宅
で
採
れ
た
食
材
や
、
昨
年
７
月
の
作
品
展
で
販
売
し
た
、
手
づ
く
り
の
そ

ば
殻
枕
な
ど
の
売
り
上
げ
金
で
材
料
を
調
達
し
ま
し
た
。

　

小
椋
照
子
同
会
会
長
は「
食
材
は
高
齢
の
方
が
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

し
た
り
、
味
付
け
も
薄
味
に
し
て
い
る
。
お
い
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
が

う
れ
し
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
昨
年
12
月
６
日
、

恵
那
警
察
署
で
行
わ
れ
た
年
末
年
始
特
別

警
戒
出
発
式
に
参
加
し
、Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組

合
長
が
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
購
入
費
用

寄
付
に
対
す
る
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
昨
年
８
月
に
、
恵
那
市
内
で

活
動
す
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
所
有

す
る
青
色
回
転
灯
付
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
４

台
へ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
費
用

１
０
０
，０
０
０
円
を
贈
り
ま
し
た
。

　

県
防
犯
協
会
よ
り
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
Ｊ
Ａ
足
立
組
合
長
は「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
犯
罪
抑
止
効
果
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
関
係
者
に
見
送
ら
れ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
装
着
し
た
青
パ
ト
車
が
パ

ト
ロ
ー
ル
に
出
発
。
県
内
で
は
２
０
０
台
の
青
パ
ト
車
が
活
動
。
昨
年
４
月
よ
り
各
地
域

で
取
り
付
け
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
と
東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
議
会
は
、

昨
年
12
月
４
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
目
揃
え
会
を
行
い
、
生
産
者

や
Ｊ
Ａ
な
ど
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
夏
場
の
暑
さ
の
影
響
で
収
穫
は
若
干
遅
れ
ま
し

た
が
、
病
害
虫
の
発
生
は
少
な
く
、
12
月
中
旬
か
ら
本
格
的

な
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
出
荷
さ
れ
た
い
ち
ご
は
、
管
内

の
Ａ
コ
ー
プ
店
や
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
地
元
量
販
店
へ

出
荷
さ
れ
、
毎
年「
新
鮮
そ
の
も
の
」と
好
評
で
す
。

　

同
協
議
会
は
現
在
11
戸
の
農
家
が
、
１
４
２
㌃
の
栽
培
面

積
で
い
ち
ご
を
栽
培
。
管
内
で
は
い
ち
ご
は
、
冬
季
の
園

芸
作
物
で
収
入
が
得
ら
れ
る
作
物
と
し
て
、
栽
培
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

大
山
純
一
協
議
会
長
は「
寒
い
気
候
を
活
か
し
て
じ
っ
く
り

と
育
っ
た
い
ち
ご

を
消
費
者
に
提

供
し
た
い
。
現
在

は
２
段
詰
め
の

パ
ッ
ク
を
使
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
い

ち
ご
の
傷
み
を
軽

減
で
き
る
平
パ
ッ

ク
の
導
入
も
検
討

し
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
下
旬
か
ら
各
市
場
で
開
催
さ
れ
た
肉
牛
共
進
会
に
、管

内
肥
育
農
家
が
出
品
し
入
賞
し
ま
し
た
。結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

11
月
25
日
開
催「
岐
阜
食
肉
市
場
飛
騨
牛
共
進
会
」

　

最
優
秀
賞　

三
浦 

甚
一
さ
ん（
加
子
母
）

　

優
秀
賞
一
席　

中
島 

元
喜
さ
ん（
加
子
母
）

　

優
良
賞
五
席　

日
下
部 

弘
さ
ん（
加
子
母
）

12
月
６
日
開
催「
県
下
農
協
肉
牛
共
進
会
」

　

優
良
賞
二
席　

㈱
奥
田
屋
牧
場
さ
ん（
加
子
母
）

12
月
９
日
開
催「
第
七
十
一
回
岐
阜
県
畜
産
共
進
会
」

　

優
秀
賞
三
席　

㈱
奥
田
屋
牧
場
さ
ん（
加
子
母
）

　

優
良
賞
一
席　

丹
羽 

貞
蔵
さ
ん（
加
子
母
）

　

優
良
賞
三
席　

所 　

利
三
さ
ん（
加
子
母
）

12
月
10
日
開
催「
県
下
肉
牛
生
体
共
進
会
」

　
﹇
雌
牛
の
部
﹈ 

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞　

㈱
横
山
畜
産
さ
ん（
付
知
町
）

　
﹇
去
勢
の
部
﹈ 

優
秀
賞
一
席　

㈱
竹
内
畜
産
さ
ん（
坂
下
）

　
　
　
　
　
　

優

良

賞　

三
浦 

甚
一
さ
ん（
加
子
母
）

　
Ｊ
A
ひ
が
し
み
の
は
昨
年
12
月
６
日
、Ｊ
A
本
店
で

ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
目
揃
え
会
を
行
い
、
生
産

者
や
Ｊ
A
な
ど
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
は
寒
さ
に
さ
ら
す「
寒
締
め
」

に
よ
り
水
分
を
抑
え
成
分
を
濃
縮
さ
せ
る
こ
と
で
糖
度

や
栄
養
分
が
高
く
な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
病

害
虫
の
発
生
も
な
く
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、

11
月
後
半
の
冷
え
込
み
が
少
な
く
、
吸
水
抑
制
や
糖
度

上
昇
の
遅
れ
が
若
干
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

目
揃
え
会
で
は
糖
度
計
を
使
い
、８
度
以
上
の
糖
度

を
確
認
し
出
荷
す
る
こ
と
や
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
１
月

以
降
に
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
販
売
担
当
者
は「
葉
の
ち
ぢ
み
が
少
な
い
も

の
や
葉
色
の
変
色
し
た
も
の
は
し
っ
か
り
と
選
別
す
る

よ
う
に
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
認
定
農
業
者
の
訪
問
を
昨
年
11
月
中
旬
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

J
A
役
員
に
よ
る
訪
問
活
動
は
自
己
改
革
の
実
践
に
生
か
す
た
め
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
、
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
に
対
す
る

要
望
を
聞
き
、
今
後
の
事
業
に
反
映
さ
せ
る
目
的
で
す
。

　

訪
問
活
動
の
中
で
、Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は
昨
年
12
月
17
日

に
、
加
子
母
の
纐
纈
輝
己
さ
ん
を
訪
問
。
纐
纈
さ
ん
は
現
在「
か

し
も
健
康
ト
マ
ト
村
」の
村
長
を
務
め
、ト
マ
ト
を
26
・
４
ａ
で
栽
培
。

　

纐
纈
さ
ん
は
平
成
30
年
度
に
ト
マ
ト
の
品
種
を「
桃
太
郎
」か
ら

「
麗
月
」に
変
更
し
た
経
緯
や
、
加
子
母
に
お
け
る
ト
マ
ト
産
地
と

し
て
の
歴
史
を
話
し
ま
し
た
。

　

纐
纈
さ
ん
は「
若
い
新
規
就
農
者
や
移
住
者
が
増
え
て
お
り
有
難
い
。

栽
培
に
関
す
る
多
く

の
情
報
が
手
に
入
る

中
で
、
自
分
の
栽
培
方

法
が
ブ
レ
る
こ
と
な
く
、

信
念
を
も
っ
て
、
産
地

を
け
ん
引
す
る
よ
う

な
存
在
に
な
っ
て
欲

し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

足
立
組
合
長
は

「
地
域
と
Ｊ
Ａ
が
一
体

と
な
り
、
自
己
改
革

の
着
実
な
実
践
に
繋

げ
た
い
」と
力
を
込

め
ま
し
た
。

出荷規格を確認する参加者

自
己
改
革
の
実
践
へ

J
A
役
員
が
認
定
農
業
者
を
訪
問

纐纈さんから意見を聞き取るＪＡ足立組合長㊨

JAひがしみの◆
ふれっしゅ◆
ニュース◆

県防犯協会田近専務㊧より感謝状を受け取るＪＡ足立組合長

2020 JANUARY◆

完成した彩り豊かな「おはぎ弁当」と同会員

訪問介護センター利用者に「おはぎ弁当」
助けあい組織「たんぽぽの会」

青パト「ドラレコ」設置で防犯強化

県防犯協会へ支援金贈る

甘
み
十
分

出荷規格を確認する東美濃いちご生産協議会

い
ち
ご
出
荷
目
揃
え
会
開
催

肉
牛
肥
育
農
家
が
活
躍

各
共
進
会
で
入
賞

糖
度
８
度
以
上
を
目
指
し
て

ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
出
荷
目
揃
え
会

Fresh

News

JA
Higashi
mino

岐阜食肉市場飛騨牛共進会で最優秀賞を獲得した三浦甚一
さんの息子の真治さん㊨と（株）中部ミートの平井社長
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Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
助
け
あ
い
組
織「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
昨
年
12
月
４
日
、Ｊ

Ａ
本
店
で
訪
問
介
護
セ
ン
タ
ー
利
用
者
50
人
分
の
お
は
ぎ
弁
当
を
作
り
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
現
在
40
人
が
健
康
で
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
、
福
祉

施
設
等
へ
の
訪
問
や
、
手
遊
び
や
劇
を
交
え
た
読
み
語
り
な
ど
の
活
動
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
弁
当
に
は
三
種
類
の
お
は
ぎ
の
他
、
か
ぼ
ち
ゃ

サ
ラ
ダ
や
里
芋
の
唐
揚
げ
な
ど
を
添
え
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
。
会
員
の
自

宅
で
採
れ
た
食
材
や
、
昨
年
７
月
の
作
品
展
で
販
売
し
た
、
手
づ
く
り
の
そ

ば
殻
枕
な
ど
の
売
り
上
げ
金
で
材
料
を
調
達
し
ま
し
た
。

　

小
椋
照
子
同
会
会
長
は「
食
材
は
高
齢
の
方
が
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

し
た
り
、
味
付
け
も
薄
味
に
し
て
い
る
。
お
い
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
が

う
れ
し
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
昨
年
12
月
６
日
、

恵
那
警
察
署
で
行
わ
れ
た
年
末
年
始
特
別

警
戒
出
発
式
に
参
加
し
、Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組

合
長
が
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
購
入
費
用

寄
付
に
対
す
る
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
昨
年
８
月
に
、
恵
那
市
内
で

活
動
す
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
所
有

す
る
青
色
回
転
灯
付
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
４

台
へ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
費
用

１
０
０
，０
０
０
円
を
贈
り
ま
し
た
。

　

県
防
犯
協
会
よ
り
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
Ｊ
Ａ
足
立
組
合
長
は「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
犯
罪
抑
止
効
果
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
関
係
者
に
見
送
ら
れ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
装
着
し
た
青
パ
ト
車
が
パ

ト
ロ
ー
ル
に
出
発
。
県
内
で
は
２
０
０
台
の
青
パ
ト
車
が
活
動
。
昨
年
４
月
よ
り
各
地
域

で
取
り
付
け
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
と
東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
議
会
は
、

昨
年
12
月
４
日
、Ｊ
Ａ
本
店
で
目
揃
え
会
を
行
い
、
生
産
者

や
Ｊ
Ａ
な
ど
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
夏
場
の
暑
さ
の
影
響
で
収
穫
は
若
干
遅
れ
ま
し

た
が
、
病
害
虫
の
発
生
は
少
な
く
、
12
月
中
旬
か
ら
本
格
的

な
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
出
荷
さ
れ
た
い
ち
ご
は
、
管
内

の
Ａ
コ
ー
プ
店
や
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
地
元
量
販
店
へ

出
荷
さ
れ
、
毎
年「
新
鮮
そ
の
も
の
」と
好
評
で
す
。

　

同
協
議
会
は
現
在
11
戸
の
農
家
が
、
１
４
２
㌃
の
栽
培
面

積
で
い
ち
ご
を
栽
培
。
管
内
で
は
い
ち
ご
は
、
冬
季
の
園

芸
作
物
で
収
入
が
得
ら
れ
る
作
物
と
し
て
、
栽
培
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

大
山
純
一
協
議
会
長
は「
寒
い
気
候
を
活
か
し
て
じ
っ
く
り

と
育
っ
た
い
ち
ご

を
消
費
者
に
提

供
し
た
い
。
現
在

は
２
段
詰
め
の

パ
ッ
ク
を
使
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
い

ち
ご
の
傷
み
を
軽

減
で
き
る
平
パ
ッ

ク
の
導
入
も
検
討

し
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
下
旬
か
ら
各
市
場
で
開
催
さ
れ
た
肉
牛
共
進
会
に
、管

内
肥
育
農
家
が
出
品
し
入
賞
し
ま
し
た
。結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

11
月
25
日
開
催「
岐
阜
食
肉
市
場
飛
騨
牛
共
進
会
」

　

最
優
秀
賞　

三
浦 

甚
一
さ
ん（
加
子
母
）

　

優
秀
賞
一
席　

中
島 

元
喜
さ
ん（
加
子
母
）

　

優
良
賞
五
席　

日
下
部 

弘
さ
ん（
加
子
母
）

12
月
６
日
開
催「
県
下
農
協
肉
牛
共
進
会
」

　

優
良
賞
二
席　

㈱
奥
田
屋
牧
場
さ
ん（
加
子
母
）

12
月
９
日
開
催「
第
七
十
一
回
岐
阜
県
畜
産
共
進
会
」

　

優
秀
賞
三
席　

㈱
奥
田
屋
牧
場
さ
ん（
加
子
母
）

　

優
良
賞
一
席　

丹
羽 

貞
蔵
さ
ん（
加
子
母
）

　

優
良
賞
三
席　

所 　

利
三
さ
ん（
加
子
母
）

12
月
10
日
開
催「
県
下
肉
牛
生
体
共
進
会
」

　
﹇
雌
牛
の
部
﹈ 

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞　

㈱
横
山
畜
産
さ
ん（
付
知
町
）

　
﹇
去
勢
の
部
﹈ 

優
秀
賞
一
席　

㈱
竹
内
畜
産
さ
ん（
坂
下
）

　
　
　
　
　
　

優

良

賞　

三
浦 

甚
一
さ
ん（
加
子
母
）

　
Ｊ
A
ひ
が
し
み
の
は
昨
年
12
月
６
日
、Ｊ
A
本
店
で

ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
目
揃
え
会
を
行
い
、
生
産

者
や
Ｊ
A
な
ど
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
は
寒
さ
に
さ
ら
す「
寒
締
め
」

に
よ
り
水
分
を
抑
え
成
分
を
濃
縮
さ
せ
る
こ
と
で
糖
度

や
栄
養
分
が
高
く
な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
病

害
虫
の
発
生
も
な
く
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、

11
月
後
半
の
冷
え
込
み
が
少
な
く
、
吸
水
抑
制
や
糖
度

上
昇
の
遅
れ
が
若
干
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

目
揃
え
会
で
は
糖
度
計
を
使
い
、８
度
以
上
の
糖
度

を
確
認
し
出
荷
す
る
こ
と
や
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
１
月

以
降
に
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
販
売
担
当
者
は「
葉
の
ち
ぢ
み
が
少
な
い
も

の
や
葉
色
の
変
色
し
た
も
の
は
し
っ
か
り
と
選
別
す
る

よ
う
に
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
認
定
農
業
者
の
訪
問
を
昨
年
11
月
中
旬
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

J
A
役
員
に
よ
る
訪
問
活
動
は
自
己
改
革
の
実
践
に
生
か
す
た
め
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
、
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
に
対
す
る

要
望
を
聞
き
、
今
後
の
事
業
に
反
映
さ
せ
る
目
的
で
す
。

　

訪
問
活
動
の
中
で
、Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は
昨
年
12
月
17
日

に
、
加
子
母
の
纐
纈
輝
己
さ
ん
を
訪
問
。
纐
纈
さ
ん
は
現
在「
か

し
も
健
康
ト
マ
ト
村
」の
村
長
を
務
め
、ト
マ
ト
を
26
・
４
ａ
で
栽
培
。

　

纐
纈
さ
ん
は
平
成
30
年
度
に
ト
マ
ト
の
品
種
を「
桃
太
郎
」か
ら

「
麗
月
」に
変
更
し
た
経
緯
や
、
加
子
母
に
お
け
る
ト
マ
ト
産
地
と

し
て
の
歴
史
を
話
し
ま
し
た
。

　

纐
纈
さ
ん
は「
若
い
新
規
就
農
者
や
移
住
者
が
増
え
て
お
り
有
難
い
。

栽
培
に
関
す
る
多
く

の
情
報
が
手
に
入
る

中
で
、
自
分
の
栽
培
方

法
が
ブ
レ
る
こ
と
な
く
、

信
念
を
も
っ
て
、
産
地

を
け
ん
引
す
る
よ
う

な
存
在
に
な
っ
て
欲

し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

足
立
組
合
長
は

「
地
域
と
Ｊ
Ａ
が
一
体

と
な
り
、
自
己
改
革

の
着
実
な
実
践
に
繋

げ
た
い
」と
力
を
込

め
ま
し
た
。

出荷規格を確認する参加者

自
己
改
革
の
実
践
へ

J
A
役
員
が
認
定
農
業
者
を
訪
問

纐纈さんから意見を聞き取るＪＡ足立組合長㊨

JAひがしみの◆
ふれっしゅ◆
ニュース◆

県防犯協会田近専務㊧より感謝状を受け取るＪＡ足立組合長

2020 JANUARY◆

完成した彩り豊かな「おはぎ弁当」と同会員

訪問介護センター利用者に「おはぎ弁当」
助けあい組織「たんぽぽの会」

青パト「ドラレコ」設置で防犯強化

県防犯協会へ支援金贈る

甘
み
十
分

出荷規格を確認する東美濃いちご生産協議会

い
ち
ご
出
荷
目
揃
え
会
開
催

肉
牛
肥
育
農
家
が
活
躍

各
共
進
会
で
入
賞

糖
度
８
度
以
上
を
目
指
し
て

ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
そ
う
出
荷
目
揃
え
会
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JA
Higashi
mino

岐阜食肉市場飛騨牛共進会で最優秀賞を獲得した三浦甚一
さんの息子の真治さん㊨と（株）中部ミートの平井社長
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明
智
光
秀
の
前
半
生
は
、ほ
と
ん
ど
が
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

生
年
で
す
ら
は
っ
き
り
と
は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
享
禄
元

（
１
５
２
８
）年
と
も
、
大
永
６（
１
５
２
６
）年
と
も
、
永
正

13（
１
５
１
６
）年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
が
生
ま
れ
た
明
智
家
の
ル
ー
ツ
も
ま
た
、
ぼ
ん
や
り
と

し
て
い
ま
す
。

　

清
和
天
皇
か
ら
別
れ
た
氏
族
・
清
和
源
氏
の
流
れ
を
汲
む

土
岐（
と
き
）氏
の
さ
ら
に
支
流
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
身
分

の
低
い
家
柄
だ
っ
た
の
で
す
。

　

土
岐
氏
自
体
は
超
名
門
で
、
室
町
幕
府
で
は
各
国
の
政

治
・
警
備
を
司
る
守
護
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
青
年
期
あ
た
り
ま
で
の
動
向
が
ま
っ
た
く

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
不
明
で
あ
る
光
秀
。
一
説
に
は
、
美
濃

（
岐
阜
県
）の
守
護
と
な
っ
た
土
岐
氏
に
仕
え
、
そ
の
後
土
岐

氏
を
倒
し
て
取
っ
て
代
わ
っ
た
斎
藤
道
三
に
仕
え
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

斎
藤
道
三
と
言
え
ば
、「
美
濃
の
マ
ム
シ
」と
し
て
恐
れ
ら

れ
た
武
将
で
、
信
長
の
正
室
・
濃
姫
の
父
親
で
す
。
し
か
し
、

道
三
が
息
子
と
の
争
い
に
敗
れ
る
と
、
道
三
側
だ
っ
た
光
秀

は
一
家
離
散
と
な
り
浪
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
弘
治
２（
１
５
５
６
）年
の
こ
と
で
し
た
。

　

光
秀
は
そ
の
後
、
越
前（
福
井
県
）の
朝
倉
義
景
に
10
年

ほ
ど
仕
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
徐
々
に
才
能
を
発
揮
し
認

め
ら
れ
、
後
の
室
町
幕
府
15
代
将
軍
・
足
利
義
昭
が
、
永
禄

９（
１
５
６
６
）年
に
こ
こ
へ
身
を
寄
せ
た
時
に
顔
見
知
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

光
秀
が
優
秀
な
男
だ
と
い
う
こ
と
は
義
昭
に
も
わ
か
っ
た
よ

う
で
、
光
秀
は
義
昭
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

義
昭
は
、
兄
で
あ
り
13
代
将
軍
の
義
輝
が
暗
殺
さ
れ
た
た
め
、

自
分
が
将
軍
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
自
分
の
力
だ
け
で
は
足
り
な
い
た
め
、
当
時
、
今
川

義
元
を
倒
し
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
を
持
っ
て
い
た
織
田
信
長

に
力
を
借
り
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　

そ
の
要
請
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
義
昭
と
信
長
の
間
に

立
っ
た
の
が
光
秀
で
し
た
。

　

こ
こ
で
、
つ
い
に
光
秀
は
信
長
と
接
点
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

義
昭
と
信
長
の
間
で
、
義
昭
が
上
洛
し
将
軍
と
な
る
の
に

尽
力
し
た
光
秀
は
、
や
が
て
義
昭
と
信
長
の
両
方
に
仕
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
京
都
と
そ
の
周
辺
の
政
務
を
任
さ
れ
る
ま
で
に

な
り
、
信
長
が
敗
戦
を
喫
し
撤
退
し
た
戦
い
で
は
殿
を
務
め

ま
し
た
。

　

殿
を
務
め
る
と
い
う
の
は
、
武
士
に
と
っ
て
は
命
を
懸
け

た
大
役
で
あ
り
、
そ
れ
を
任
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
主
か

ら
の
信
頼
が
篤
い
証
拠
で
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
光
秀
は
す
で
に
信
長
に
と
っ
て
も
重
要
な
家

臣
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
の
光
秀
は
、

信
長
に
と
っ
て
は
宿
敵
と
も
な
る
石
山
本
願
寺
と
の
戦
い
に
も
参

加
し
、比
叡
山
焼
き
討
ち
の
際
に
は
実
行
部
隊
を
指
揮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
功
績
に
よ
っ
て
、
彼
は
近
江（
滋
賀
県
）に
領
地

を
与
え
ら
れ
、
信
長
直
属
の
家
臣
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
地
に
自
分
の
城
で
あ
る
坂
本
城
を
建
設
し

た
の
で
し
た
。

　

出
自
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、

自
分
の
才
覚
だ
け
で
出
世
し
、
つ
い
に
一
国
一
城
の
主
と

な
っ
た
光
秀
。 

大
出
世
と
言
え
ま
す
ね
。

　

信
長
の
家
臣
と
な
っ
た
光
秀
は
、信
長
が
出
陣
す
る
戦
に
従
い
、

多
く
の
戦
場
に
赴
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
奉
行
の
よ
う
な

役
割
も
こ
な
し
、
ま
さ
に
働
き
づ
め
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
天
正
４（
１
５
７
６
）年
、
光
秀
は
過
労
で
倒
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

死
線
を
さ
ま
よ
う
ほ
ど
の
重
体
と
な
り
ま
し
た
が
、
妻
の
熙
子

の
献
身
的
な
看
病
に
よ
って
、
奇
跡
的
に
回
復
。

　

た
だ
、
こ
の
時
の
看
病
疲
れ
に
よ
っ
て
、
熙
子
が
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
に
も
直
面
し
ま
し
た
。
愛
妻

家
だ
っ
た
光
秀
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
は
ず
で
す
。

　

そ
ん
な
悲
し
み
を
背
負
い
な
が
ら
も
、
光
秀
は
彼
に
と
っ
て
最

大
級
の
仕
事
と
も
言
え
る
丹
波
攻
め
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

丹
波（
京
都
府
中
部
付
近
）は
、
地
形
が
山
が
ち
で
攻
め
に

く
い
上
に
、
元
々
そ
の
土
地
を
支
配
し
て
い
る
土
着
の
武
士

た
ち
の
力
が
強
く
、
か
な
り
の
難
関
だ
っ
た
ん
で
す
。

　

し
か
し
光
秀
は
見
事
こ
こ
を
平
定
し
、
信
長
も
そ
の
働
き

を
絶
賛
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
天
正
９（
１
５
８
１
）年
に
は
京
都
御
馬
揃
え

と
い
う
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
責
任
者
に
任
命
さ
れ
、
し
っ
か
り

と
こ
れ
を
取
り
仕
切
り
ま
す
。

　

信
長
の
力
を
天
下
に
示
す
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
大
成
功
さ
せ

た
光
秀
は
、
信
長
の
家
臣
団
の
中
で
も
５
本
の
指
に
入
る
重

臣
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
光
秀
は
、
自
分
を
取
り
立
て
て
く
れ
た
信
長
に
深

く
感
謝
し
、
子
孫
ま
で
奉
公
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
書
き

残
し
て
い
ま
す
。
茶
会
の
席
に
は
信
長
の
書
を
掛
け
る
な
ど
、

信
長
を
尊
敬
・
崇
拝
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、御
馬
揃
え
の
翌
年
。本
能
寺
の
変
が
起
き
る
の
で
す
。

　

天
正
10（
１
５
８
２
）年
５
月
、
光
秀
は
信
長
か
ら
徳
川
家

康
の
接
待
役
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
そ
の
任
を
解
か
れ（
腐
っ
た
料

理
を
出
し
た
と
信
長
に
な
じ
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
）、

中
国
地
方
を
平
定
中
の
羽
柴
秀
吉（
後
の
豊
臣
秀
吉
）の
援

軍
と
な
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
す
。
旧
暦
の
６
月
２
日

未
明
、
光
秀
は
軍
勢
を
引
き
連
れ
て
坂
本
城
を
出
発
し
ま
す
。

　

す
る
と
、
突
如
行
き
先
を
中
国
地
方
で
は
な
く
、
京
都
の

本
能
寺
へ
と
変
更
し
た
の
で
し
た
。

　

本
能
寺
に
は
信
長
が
１
０
０
人
ば
か
り
の
供
と
宿
泊
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
を
１
万
３
千
の
兵
で
包
囲
し
た
光
秀
は
、
寺
に
火
を

か
け
、
一
気
に
信
長
を
攻
め
殺
し
ま
す
。

　

信
長
は
燃
え
落
ち
る
寺
の
中
で
自
害
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
遺
体
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

光
秀
は
さ
ら
に
た
た
み
か
け
、
信
長
の
長
男
・
信
忠
が
滞
在

す
る
二
条
御
所
に
も
攻
め
込
み
、
信
忠
は
こ
こ
で
命
を
落
と

す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

誰
も
予
想
し
な
か
っ
た
光
秀
の
謀
反
に
、
天
下
は
激
震
し

ま
し
た
。

　

信
長
を
倒
し
京
都
を
掌
握
し
た
光
秀
は
、
有
力
大
名
に
加

勢
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
全
く
功
を
奏
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

娘
婿
で
も
あ
る
細
川
忠
興
、
そ
の
父
で
光
秀
の
友
人
で
も

あ
る
藤
孝
で
す
ら
、
中
立
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

お
そ
ら
く
、
誰
も
が
こ
の
事
態
を
信
じ
ら
れ
ず
、
ま
た
、
光

秀
が
本
当
に
天
下
を
取
れ
る
の
か
、
疑
問
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
知
っ
た
秀
吉
が
い
ち
早
く
信
長
生
存
説
を

流
し
た
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

光
秀
が
味
方
を
集
め
る
の
に
手
こ
ず
っ
て
い
る
隙
に
、
秀

吉
は
本
能
寺
の
変
か
ら
わ
ず
か
10
日
余
り
と
い
う
速
さ
で
兵

を
返
し
、
京
都
へ
と
舞
い
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
秀
吉
の「
中
国
大
返
し
」で
す
。

　

令
和
2
年
1
月
19 
日
か
ら
放
送
が
開
始
さ
れ
る
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」。
明
智
光
秀
の
謎
に
満
ち
た
生
い

立
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
描
か
れ
ま
す
。Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
で
は
、
恵
那
市
明
智
町
が
明
智
光
秀
の
生
誕
地
の
一
つ

と
さ
れ
、
光
秀
公
に
関
す
る
伝
承
や
史
跡
、
母
で
あ
る
於
牧
の
方
の
墓
所
な
ど
数
多
く
残
り
、
町
民
に
よ
っ
て
今
も
語
り
継

が
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
ゆ
か
り
あ
る
明
智
光
秀
に
つ
い
て
そ
の
人
物
像
や
経
歴
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

謎
多
き
出
自

朝
倉
義
景
と
足
利
義
昭
の
元
で

日
本
中
が
震
撼
！ 

本
能
寺
の
変

誰
も
味
方
を
し
て
く
れ
な
い…

光
秀
、大
ピ
ン
チ

つ
い
に
信
長
の
家
臣
と
な
る

信
長
に
尽
く
し
す
ぎ
て
危
う
く
過
労
死
 ！？

斎
藤
道
三
に
仕
え
た
？

さ
い　

と
う　

ど
う　
さ
ん

あ
さ
く
ら
よ
し
か
げ

あ
し
か
が
よ
し
あ
き

よ
し
て
る

い
ま
が
わ

よ
し
も
と

し
ん
が
り

ひ
ろ 

こ

の
ぶ
た
だ

ほ
そ
か
わ
た
だ
お
き

ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

ふ
じ
た
か

き
ょ
う
と  

お  

う
ま 

ぞ
ろ
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明
智
光
秀
の
前
半
生
は
、ほ
と
ん
ど
が
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

生
年
で
す
ら
は
っ
き
り
と
は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
享
禄
元

（
１
５
２
８
）年
と
も
、
大
永
６（
１
５
２
６
）年
と
も
、
永
正

13（
１
５
１
６
）年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
が
生
ま
れ
た
明
智
家
の
ル
ー
ツ
も
ま
た
、
ぼ
ん
や
り
と

し
て
い
ま
す
。

　

清
和
天
皇
か
ら
別
れ
た
氏
族
・
清
和
源
氏
の
流
れ
を
汲
む

土
岐（
と
き
）氏
の
さ
ら
に
支
流
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
身
分

の
低
い
家
柄
だ
っ
た
の
で
す
。

　

土
岐
氏
自
体
は
超
名
門
で
、
室
町
幕
府
で
は
各
国
の
政

治
・
警
備
を
司
る
守
護
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
青
年
期
あ
た
り
ま
で
の
動
向
が
ま
っ
た
く

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
不
明
で
あ
る
光
秀
。
一
説
に
は
、
美
濃

（
岐
阜
県
）の
守
護
と
な
っ
た
土
岐
氏
に
仕
え
、
そ
の
後
土
岐

氏
を
倒
し
て
取
っ
て
代
わ
っ
た
斎
藤
道
三
に
仕
え
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

斎
藤
道
三
と
言
え
ば
、「
美
濃
の
マ
ム
シ
」と
し
て
恐
れ
ら

れ
た
武
将
で
、
信
長
の
正
室
・
濃
姫
の
父
親
で
す
。
し
か
し
、

道
三
が
息
子
と
の
争
い
に
敗
れ
る
と
、
道
三
側
だ
っ
た
光
秀

は
一
家
離
散
と
な
り
浪
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
弘
治
２（
１
５
５
６
）年
の
こ
と
で
し
た
。

　

光
秀
は
そ
の
後
、
越
前（
福
井
県
）の
朝
倉
義
景
に
10
年

ほ
ど
仕
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
徐
々
に
才
能
を
発
揮
し
認

め
ら
れ
、
後
の
室
町
幕
府
15
代
将
軍
・
足
利
義
昭
が
、
永
禄

９（
１
５
６
６
）年
に
こ
こ
へ
身
を
寄
せ
た
時
に
顔
見
知
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

光
秀
が
優
秀
な
男
だ
と
い
う
こ
と
は
義
昭
に
も
わ
か
っ
た
よ

う
で
、
光
秀
は
義
昭
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

義
昭
は
、
兄
で
あ
り
13
代
将
軍
の
義
輝
が
暗
殺
さ
れ
た
た
め
、

自
分
が
将
軍
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
自
分
の
力
だ
け
で
は
足
り
な
い
た
め
、
当
時
、
今
川

義
元
を
倒
し
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
を
持
っ
て
い
た
織
田
信
長

に
力
を
借
り
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　

そ
の
要
請
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
義
昭
と
信
長
の
間
に

立
っ
た
の
が
光
秀
で
し
た
。

　

こ
こ
で
、
つ
い
に
光
秀
は
信
長
と
接
点
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

義
昭
と
信
長
の
間
で
、
義
昭
が
上
洛
し
将
軍
と
な
る
の
に

尽
力
し
た
光
秀
は
、
や
が
て
義
昭
と
信
長
の
両
方
に
仕
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
京
都
と
そ
の
周
辺
の
政
務
を
任
さ
れ
る
ま
で
に

な
り
、
信
長
が
敗
戦
を
喫
し
撤
退
し
た
戦
い
で
は
殿
を
務
め

ま
し
た
。

　

殿
を
務
め
る
と
い
う
の
は
、
武
士
に
と
っ
て
は
命
を
懸
け

た
大
役
で
あ
り
、
そ
れ
を
任
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
主
か

ら
の
信
頼
が
篤
い
証
拠
で
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
光
秀
は
す
で
に
信
長
に
と
っ
て
も
重
要
な
家

臣
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
の
光
秀
は
、

信
長
に
と
っ
て
は
宿
敵
と
も
な
る
石
山
本
願
寺
と
の
戦
い
に
も
参

加
し
、比
叡
山
焼
き
討
ち
の
際
に
は
実
行
部
隊
を
指
揮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
功
績
に
よ
っ
て
、
彼
は
近
江（
滋
賀
県
）に
領
地

を
与
え
ら
れ
、
信
長
直
属
の
家
臣
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
地
に
自
分
の
城
で
あ
る
坂
本
城
を
建
設
し

た
の
で
し
た
。

　

出
自
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、

自
分
の
才
覚
だ
け
で
出
世
し
、
つ
い
に
一
国
一
城
の
主
と

な
っ
た
光
秀
。 

大
出
世
と
言
え
ま
す
ね
。

　

信
長
の
家
臣
と
な
っ
た
光
秀
は
、信
長
が
出
陣
す
る
戦
に
従
い
、

多
く
の
戦
場
に
赴
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
奉
行
の
よ
う
な

役
割
も
こ
な
し
、
ま
さ
に
働
き
づ
め
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
天
正
４（
１
５
７
６
）年
、
光
秀
は
過
労
で
倒
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

死
線
を
さ
ま
よ
う
ほ
ど
の
重
体
と
な
り
ま
し
た
が
、
妻
の
熙
子

の
献
身
的
な
看
病
に
よ
って
、
奇
跡
的
に
回
復
。

　

た
だ
、
こ
の
時
の
看
病
疲
れ
に
よ
っ
て
、
熙
子
が
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
に
も
直
面
し
ま
し
た
。
愛
妻

家
だ
っ
た
光
秀
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
は
ず
で
す
。

　

そ
ん
な
悲
し
み
を
背
負
い
な
が
ら
も
、
光
秀
は
彼
に
と
っ
て
最

大
級
の
仕
事
と
も
言
え
る
丹
波
攻
め
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

丹
波（
京
都
府
中
部
付
近
）は
、
地
形
が
山
が
ち
で
攻
め
に

く
い
上
に
、
元
々
そ
の
土
地
を
支
配
し
て
い
る
土
着
の
武
士

た
ち
の
力
が
強
く
、
か
な
り
の
難
関
だ
っ
た
ん
で
す
。

　

し
か
し
光
秀
は
見
事
こ
こ
を
平
定
し
、
信
長
も
そ
の
働
き

を
絶
賛
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
天
正
９（
１
５
８
１
）年
に
は
京
都
御
馬
揃
え

と
い
う
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
責
任
者
に
任
命
さ
れ
、
し
っ
か
り

と
こ
れ
を
取
り
仕
切
り
ま
す
。

　

信
長
の
力
を
天
下
に
示
す
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
大
成
功
さ
せ

た
光
秀
は
、
信
長
の
家
臣
団
の
中
で
も
５
本
の
指
に
入
る
重

臣
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
光
秀
は
、
自
分
を
取
り
立
て
て
く
れ
た
信
長
に
深

く
感
謝
し
、
子
孫
ま
で
奉
公
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
書
き

残
し
て
い
ま
す
。
茶
会
の
席
に
は
信
長
の
書
を
掛
け
る
な
ど
、

信
長
を
尊
敬
・
崇
拝
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、御
馬
揃
え
の
翌
年
。本
能
寺
の
変
が
起
き
る
の
で
す
。

　

天
正
10（
１
５
８
２
）年
５
月
、
光
秀
は
信
長
か
ら
徳
川
家

康
の
接
待
役
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
そ
の
任
を
解
か
れ（
腐
っ
た
料

理
を
出
し
た
と
信
長
に
な
じ
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
）、

中
国
地
方
を
平
定
中
の
羽
柴
秀
吉（
後
の
豊
臣
秀
吉
）の
援

軍
と
な
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
す
。
旧
暦
の
６
月
２
日

未
明
、
光
秀
は
軍
勢
を
引
き
連
れ
て
坂
本
城
を
出
発
し
ま
す
。

　

す
る
と
、
突
如
行
き
先
を
中
国
地
方
で
は
な
く
、
京
都
の

本
能
寺
へ
と
変
更
し
た
の
で
し
た
。

　

本
能
寺
に
は
信
長
が
１
０
０
人
ば
か
り
の
供
と
宿
泊
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
を
１
万
３
千
の
兵
で
包
囲
し
た
光
秀
は
、
寺
に
火
を

か
け
、
一
気
に
信
長
を
攻
め
殺
し
ま
す
。

　

信
長
は
燃
え
落
ち
る
寺
の
中
で
自
害
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
遺
体
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

光
秀
は
さ
ら
に
た
た
み
か
け
、
信
長
の
長
男
・
信
忠
が
滞
在

す
る
二
条
御
所
に
も
攻
め
込
み
、
信
忠
は
こ
こ
で
命
を
落
と

す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

誰
も
予
想
し
な
か
っ
た
光
秀
の
謀
反
に
、
天
下
は
激
震
し

ま
し
た
。

　

信
長
を
倒
し
京
都
を
掌
握
し
た
光
秀
は
、
有
力
大
名
に
加

勢
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
全
く
功
を
奏
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

娘
婿
で
も
あ
る
細
川
忠
興
、
そ
の
父
で
光
秀
の
友
人
で
も

あ
る
藤
孝
で
す
ら
、
中
立
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

お
そ
ら
く
、
誰
も
が
こ
の
事
態
を
信
じ
ら
れ
ず
、
ま
た
、
光

秀
が
本
当
に
天
下
を
取
れ
る
の
か
、
疑
問
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
知
っ
た
秀
吉
が
い
ち
早
く
信
長
生
存
説
を

流
し
た
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

光
秀
が
味
方
を
集
め
る
の
に
手
こ
ず
っ
て
い
る
隙
に
、
秀

吉
は
本
能
寺
の
変
か
ら
わ
ず
か
10
日
余
り
と
い
う
速
さ
で
兵

を
返
し
、
京
都
へ
と
舞
い
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
秀
吉
の「
中
国
大
返
し
」で
す
。

　

令
和
2
年
1
月
19 
日
か
ら
放
送
が
開
始
さ
れ
る
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」。
明
智
光
秀
の
謎
に
満
ち
た
生
い

立
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
描
か
れ
ま
す
。Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
管
内
で
は
、
恵
那
市
明
智
町
が
明
智
光
秀
の
生
誕
地
の
一
つ

と
さ
れ
、
光
秀
公
に
関
す
る
伝
承
や
史
跡
、
母
で
あ
る
於
牧
の
方
の
墓
所
な
ど
数
多
く
残
り
、
町
民
に
よ
っ
て
今
も
語
り
継

が
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん
な
ゆ
か
り
あ
る
明
智
光
秀
に
つ
い
て
そ
の
人
物
像
や
経
歴
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

謎
多
き
出
自

朝
倉
義
景
と
足
利
義
昭
の
元
で

日
本
中
が
震
撼
！ 

本
能
寺
の
変

誰
も
味
方
を
し
て
く
れ
な
い…

光
秀
、大
ピ
ン
チ

つ
い
に
信
長
の
家
臣
と
な
る

信
長
に
尽
く
し
す
ぎ
て
危
う
く
過
労
死
 ！？

斎
藤
道
三
に
仕
え
た
？

さ
い　

と
う　

ど
う　
さ
ん

あ
さ
く
ら
よ
し
か
げ

あ
し
か
が
よ
し
あ
き

よ
し
て
る

い
ま
が
わ

よ
し
も
と

し
ん
が
り

ひ
ろ 

こ

の
ぶ
た
だ

ほ
そ
か
わ
た
だ
お
き

ち
ゅ
う
ご
く
お
お
が
え

ふ
じ
た
か

き
ょ
う
と  

お  

う
ま 

ぞ
ろ
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そ
し
て
、
光
秀
と
秀
吉
は
６
月
13
日
に
山
崎（
京
都
府
大

山
崎
町
〜
大
阪
府
島
本
町
）で
激
突
し
ま
す
。

　

こ
れ
が
山
崎
の
戦
い
で
、
天
王
山
の
麓
で
行
わ
れ
た
た
め
、

後
に
雌
雄
を
か
け
た
戦
い
の
時
に
使
わ
れ
る「
天
王
山
」の

由
来
と
な
り
ま
し
た
。

　

秀
吉
軍
４
万
に
対
し
、
光
秀
軍
は
１
万
６
千
ほ
ど
の
兵
力
。

　

兵
力
差
は
圧
倒
的
で
、
光
秀
は
あ
え
な
く
敗
走
し
、
本
拠

地
の
坂
本
城
へ
と
落
ち
延
び
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
途
中
に
百
姓
の
落
ち
武
者
狩
り
に
遭
い
、
命
を

落
と
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
55
歳
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

信
長
を
倒
し
て
か
ら
秀
吉
に
敗
れ
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
期

間
を
、
光
秀
の「
三
日
天
下
」と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
光
秀
の
重
臣
や
一
族
は
ほ
ぼ
皆
殺
し
と
な
り
、

明
智
家
は
抹
殺
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
逆
賊
・
明
智
光
秀
」を
倒
し
た
秀
吉
は
、
信
長
の

家
臣
の
中
で
大
き
な
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

日
本
史
上
最
大
の
謎
と
も
言
え
る
、
光
秀
が
本
能
寺
の
変

を
起
こ
し
た
理
由
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
と

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

様
々
な
説
が
登
場
し
て
お
り
、
信
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
め
い
た

仕
打
ち
に
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
説
や
、
家
康
や
秀

吉
黒
幕
説
な
ん
て
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

　

信
長
が
光
秀
に
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
し
て
い
た
と
い
う
の
は

有
名
な
話
で
、
下
戸
の
光
秀
に
酒
を
強
要
し
た
り
、「
こ
の
キ

ン
カ
頭（
禿
げ
頭
）！
」と
罵
ら
れ
て
足
蹴
に
さ
れ
た
り
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
家
康
を
接
待
し
た
際
に
出
し
た
料
理
に
対
し
て
、

信
長
が「
腐
っ
て
い
る
！
」と
ケ
チ
を
つ
け
、
役
目
を
解
任
さ

れ
た
こ
と
が
直
接
の
き
っ
か
け
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
ね
。

ま
た
、
頭
脳
明
晰
だ
っ
た
光
秀
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
自
身
で

天
下
を
取
る
野
望
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

裏
切
り
者
・
極
悪
人
と
評
さ
れ
が
ち
な
光
秀
で
す
が
、実
際
、

光
秀
は
内
政
に
優
れ
、
領
民
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

京
都
府
亀
岡
市
や
福
知
山
市
に
お
け
る
城
下
町
の
整
備
や

治
水
工
事
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
今
で
も
亀
岡
光
秀

ま
つ
り
や
福
知
山
御
霊
大
祭
な
ど
、
光
秀
ゆ
か
り
の
祭
り
が

行
わ
れ
、
人
々
が
光
秀
を
尊
敬
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
光
秀
は
戦
で
討
死
し
た
家
臣
を
弔
う
た
め
に
供
養
米

を
寺
に
寄
進
し
た
り
、
負
傷
し
た
家
臣
へ
見
舞
い
の
手
紙
を
書

い
た
り
す
る
な
ど
、
細
や
か
な
心
遣
い
を
見
せ
る
人
物
で
し
た
。

　

主
が
こ
う
し
た
こ
と
を
す
る
の
は
、
異
例
の
こ
と
だ
っ
た

ん
で
す
よ
。

　

光
秀
は
愛
妻
家
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

正
室
の
熙
子
は
美
し
い
女
性
で
し
た
が
、
光
秀
と
婚
約
後

に
疱
瘡
で
顔
に
あ
ば
た
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
父
親
は
、
良
く
似
て
い
る
妹
を
身
代
わ
り
と
し
て

光
秀
の
元
に
送
り
込
み
ま
し
た
が
、
光
秀
は
一
目
で
こ
れ
を

見
破
り
、「
私
の
妻
は
熙
子
殿
に
決
め
て
い
る
」と
言
っ
て
妹

を
丁
重
に
送
り
返
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
側
室
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

熙
子
も
光
秀
に
尽
く
し
た
女
性
と
し
て
有
名
で
す
。

　

過
労
で
倒
れ
た
光
秀
を
看
病
し
た
熙
子
は
看
病
疲
れ
で
倒

れ
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
光
秀
が
苦
労
し
た
浪
人
時
代
、
熙
子
は
自
分
の
髪

を
売
っ
て
夫
を
助
け
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
熙
子
が
生
ん
だ
娘
の
ひ
と
り
が
、
細
川
忠
興
に
嫁
い

だ
珠
、
後
の
ガ
ラ
シ
ャ
な
の
。

●１５２８年（大永８年／亭禄元年）１歳
　美濃国（現在の岐阜県南部）にて誕生

　空白の時

●１５５６年（弘治２年）２９歳
　斎藤道三が斎藤義龍と争った長良川合
戦で道三側に付いた光秀。道三が敗死
すると、明智城も攻め落とされた、越前
へ逃れる。

●１５６８年（永禄１１年）４１歳
　足利義昭の足軽衆として臣従。義昭が
越前一乗谷から美濃岐阜へ移った後、
信長が義昭を奉じて上洛

●１５７０年（永禄１３年／元亀元年）４３歳
　近江・姉川合戦や志賀の陣で功を挙げ、
出世の道に乗る。

●１５７１年（元亀２年）４４歳
　光秀が中心となり比叡山延暦寺攻めを
行う。近江志賀郡を拝領し、初めての城
造り、坂本城の築城を開始。
　義昭との主従関係を解消。

●１５７５年（天正３年）４８歳
　朝廷より「惟任」姓と「日向守」を賜る。
丹波攻めを信長から命ぜられる。

●１５７６年（天正４年）４９歳
　妻・煕子が病死。丹波攻めの拠点・亀
山城の築城を開始。

●１５７８年（天正６年）５１歳
　娘・玉（後のガラシャ）が細川忠興に嫁す。

●１５７９年（天正７年）５２歳
　丹波と丹後の平定を完了させる。

●１５８０年（天正８年）５３歳
　丹波一国を拝領。

●１５８１年（天正９年）５４歳
　京都で行われたパレード『京都馬揃え』
で、それまでの功績を認められ、序列３
番目に並ぶ。光秀父子が細川父子の招
きで丹後の天橋立にて遊び、親睦を深
める。妹の妻木が没する。

●１５８２年（天正１０年）５５歳
　本能寺の変を起こす。山崎の戦いで敗
死し、坂本城落城。

　
県
ゆ
か
り
の
戦
国
武
将「
明
智
光
秀
」が
主
人
公
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」

の
放
送
を
前
に
、「
大
正
村
浪
漫
亭
」と
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、東
美
濃
管
内
で
生
産
さ
れ
た

精
米
を
使
っ
た
商
品「
光
秀
の
飯
」を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
同
亭
が
ゆ
か
り
の
地
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と「
い
ざ
出
陣
！
シ
リ
ー
ズ
」と
銘
打
ち
毎
月

新
し
い
グ
ッ
ズ
を
販
売
す
る
中
で
、今
回
で
12
弾
目
の
も
の
で
す
。

　
「
光
秀
の
飯
」は
腹
が
減
っ
て
は
戦
が
で
き
ぬ
と
の
思
い
を
込
め
、本
年
度
の
新
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
サ
イ
コ
ロ
状
の
真
空
パ
ッ
ク
に
し
て
売
り
出
し
た
も
の
。

　
管
内
を
含
め
た
美
濃
地
域
で
生
産
さ
れ
た
米
は
、日
本
穀
物
検
定
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で

２
０
１
５
年
産
か
ら
４
年
連
続
で「
特
Ａ
」の
評
価
を
う
け
て
い
ま
す
。

　
内
容
量
は
３
０
０
ｇ（
２
合
）価
格
は
５
４
０
円（
税
込
み
）。

「
大
正
村
浪
漫
亭
」と
恵
那
市
観
光
物
産
館「
え
な
て
ら
す
」で
販
売
し
て
い
ま
す
。

光
秀
VS
秀
吉
！ 

天
下
分
け
目
の
山
崎
の
戦
い

光
秀
の
人
物
像
：
裏
切
り
者
・
極
悪
人
な
の
か
？

愛
妻
家
・
明
智
光
秀

ど
う
し
て
光
秀
は
謀
反
し
た
の
か
？

※岐阜県内の生誕地については諸説あります。
※年号下の年齢は1528年（亭禄元年）誕生説を
　とった場合の推定年齢です。
　明智光秀の生誕年月日には諸説あります。

光秀の軌跡

桔梗紋について

　明智氏の祖である土岐家が桔梗紋
を使っていたこともあり、同様の家紋を採
用した。また光秀は、桔梗の花の色にち
なんで水色の桔梗紋を使用。本能寺
の変以降は、「裏切りの家紋」と認識さ
れていた時代もあるとされている。

於牧の方墓所
　光秀の母、於牧の方の墓所。悲運の最期をとげた、
於牧の方を偲び、里人の民が建立したとされています。
１７４３年に建立された石塔には、「南無阿弥陀如来」と
刻まれ、樹齢４００年を超える老樹「高野槙」は神木と
して取り扱われています。

天神神社・光秀学問所
　祭神は学問の神・菅原道真。光秀
が若い頃、学僧を招いて学問に精進
したと伝えられている。

た
ま

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で「
特
Ａ
」評
価

「
光
秀
の
飯
」販
売

明
智
光
秀
公

ゆ
か
り
の
地

落合砦
　明知城が宝治元年に築城されたころ、千枚敷台地に出城とし
て砦が築かれたとされています。伝承によれば、光秀はこの砦で
生まれたとされ、産湯として使ったとされる井戸も現在残ってい
ます。また、明智町では毎年5月3日に「光秀まつり」が開催され
ています。

ひ
ろ 

こ

※
記
載
い
た
し
ま
し
た
内
容
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
。

JA明智支店

 大嶋 菜月
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そ
し
て
、
光
秀
と
秀
吉
は
６
月
13
日
に
山
崎（
京
都
府
大

山
崎
町
〜
大
阪
府
島
本
町
）で
激
突
し
ま
す
。

　

こ
れ
が
山
崎
の
戦
い
で
、
天
王
山
の
麓
で
行
わ
れ
た
た
め
、

後
に
雌
雄
を
か
け
た
戦
い
の
時
に
使
わ
れ
る「
天
王
山
」の

由
来
と
な
り
ま
し
た
。

　

秀
吉
軍
４
万
に
対
し
、
光
秀
軍
は
１
万
６
千
ほ
ど
の
兵
力
。

　

兵
力
差
は
圧
倒
的
で
、
光
秀
は
あ
え
な
く
敗
走
し
、
本
拠

地
の
坂
本
城
へ
と
落
ち
延
び
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
途
中
に
百
姓
の
落
ち
武
者
狩
り
に
遭
い
、
命
を

落
と
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
55
歳
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

信
長
を
倒
し
て
か
ら
秀
吉
に
敗
れ
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
期

間
を
、
光
秀
の「
三
日
天
下
」と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
光
秀
の
重
臣
や
一
族
は
ほ
ぼ
皆
殺
し
と
な
り
、

明
智
家
は
抹
殺
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
逆
賊
・
明
智
光
秀
」を
倒
し
た
秀
吉
は
、
信
長
の

家
臣
の
中
で
大
き
な
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

日
本
史
上
最
大
の
謎
と
も
言
え
る
、
光
秀
が
本
能
寺
の
変

を
起
こ
し
た
理
由
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
と

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

様
々
な
説
が
登
場
し
て
お
り
、
信
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
め
い
た

仕
打
ち
に
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
説
や
、
家
康
や
秀

吉
黒
幕
説
な
ん
て
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

　

信
長
が
光
秀
に
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
し
て
い
た
と
い
う
の
は

有
名
な
話
で
、
下
戸
の
光
秀
に
酒
を
強
要
し
た
り
、「
こ
の
キ

ン
カ
頭（
禿
げ
頭
）！
」と
罵
ら
れ
て
足
蹴
に
さ
れ
た
り
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
家
康
を
接
待
し
た
際
に
出
し
た
料
理
に
対
し
て
、

信
長
が「
腐
っ
て
い
る
！
」と
ケ
チ
を
つ
け
、
役
目
を
解
任
さ

れ
た
こ
と
が
直
接
の
き
っ
か
け
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
ね
。

ま
た
、
頭
脳
明
晰
だ
っ
た
光
秀
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
自
身
で

天
下
を
取
る
野
望
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

裏
切
り
者
・
極
悪
人
と
評
さ
れ
が
ち
な
光
秀
で
す
が
、実
際
、

光
秀
は
内
政
に
優
れ
、
領
民
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

京
都
府
亀
岡
市
や
福
知
山
市
に
お
け
る
城
下
町
の
整
備
や

治
水
工
事
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
今
で
も
亀
岡
光
秀

ま
つ
り
や
福
知
山
御
霊
大
祭
な
ど
、
光
秀
ゆ
か
り
の
祭
り
が

行
わ
れ
、
人
々
が
光
秀
を
尊
敬
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
光
秀
は
戦
で
討
死
し
た
家
臣
を
弔
う
た
め
に
供
養
米

を
寺
に
寄
進
し
た
り
、
負
傷
し
た
家
臣
へ
見
舞
い
の
手
紙
を
書

い
た
り
す
る
な
ど
、
細
や
か
な
心
遣
い
を
見
せ
る
人
物
で
し
た
。

　

主
が
こ
う
し
た
こ
と
を
す
る
の
は
、
異
例
の
こ
と
だ
っ
た

ん
で
す
よ
。

　

光
秀
は
愛
妻
家
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

正
室
の
熙
子
は
美
し
い
女
性
で
し
た
が
、
光
秀
と
婚
約
後

に
疱
瘡
で
顔
に
あ
ば
た
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
父
親
は
、
良
く
似
て
い
る
妹
を
身
代
わ
り
と
し
て

光
秀
の
元
に
送
り
込
み
ま
し
た
が
、
光
秀
は
一
目
で
こ
れ
を

見
破
り
、「
私
の
妻
は
熙
子
殿
に
決
め
て
い
る
」と
言
っ
て
妹

を
丁
重
に
送
り
返
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
側
室
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

熙
子
も
光
秀
に
尽
く
し
た
女
性
と
し
て
有
名
で
す
。

　

過
労
で
倒
れ
た
光
秀
を
看
病
し
た
熙
子
は
看
病
疲
れ
で
倒

れ
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
光
秀
が
苦
労
し
た
浪
人
時
代
、
熙
子
は
自
分
の
髪

を
売
っ
て
夫
を
助
け
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
熙
子
が
生
ん
だ
娘
の
ひ
と
り
が
、
細
川
忠
興
に
嫁
い

だ
珠
、
後
の
ガ
ラ
シ
ャ
な
の
。

●１５２８年（大永８年／亭禄元年）１歳
　美濃国（現在の岐阜県南部）にて誕生

　空白の時

●１５５６年（弘治２年）２９歳
　斎藤道三が斎藤義龍と争った長良川合
戦で道三側に付いた光秀。道三が敗死
すると、明智城も攻め落とされた、越前
へ逃れる。

●１５６８年（永禄１１年）４１歳
　足利義昭の足軽衆として臣従。義昭が
越前一乗谷から美濃岐阜へ移った後、
信長が義昭を奉じて上洛

●１５７０年（永禄１３年／元亀元年）４３歳
　近江・姉川合戦や志賀の陣で功を挙げ、
出世の道に乗る。

●１５７１年（元亀２年）４４歳
　光秀が中心となり比叡山延暦寺攻めを
行う。近江志賀郡を拝領し、初めての城
造り、坂本城の築城を開始。
　義昭との主従関係を解消。

●１５７５年（天正３年）４８歳
　朝廷より「惟任」姓と「日向守」を賜る。
丹波攻めを信長から命ぜられる。

●１５７６年（天正４年）４９歳
　妻・煕子が病死。丹波攻めの拠点・亀
山城の築城を開始。

●１５７８年（天正６年）５１歳
　娘・玉（後のガラシャ）が細川忠興に嫁す。

●１５７９年（天正７年）５２歳
　丹波と丹後の平定を完了させる。

●１５８０年（天正８年）５３歳
　丹波一国を拝領。

●１５８１年（天正９年）５４歳
　京都で行われたパレード『京都馬揃え』
で、それまでの功績を認められ、序列３
番目に並ぶ。光秀父子が細川父子の招
きで丹後の天橋立にて遊び、親睦を深
める。妹の妻木が没する。

●１５８２年（天正１０年）５５歳
　本能寺の変を起こす。山崎の戦いで敗
死し、坂本城落城。

　
県
ゆ
か
り
の
戦
国
武
将「
明
智
光
秀
」が
主
人
公
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」

の
放
送
を
前
に
、「
大
正
村
浪
漫
亭
」と
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、東
美
濃
管
内
で
生
産
さ
れ
た

精
米
を
使
っ
た
商
品「
光
秀
の
飯
」を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
同
亭
が
ゆ
か
り
の
地
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と「
い
ざ
出
陣
！
シ
リ
ー
ズ
」と
銘
打
ち
毎
月

新
し
い
グ
ッ
ズ
を
販
売
す
る
中
で
、今
回
で
12
弾
目
の
も
の
で
す
。

　
「
光
秀
の
飯
」は
腹
が
減
っ
て
は
戦
が
で
き
ぬ
と
の
思
い
を
込
め
、本
年
度
の
新
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
サ
イ
コ
ロ
状
の
真
空
パ
ッ
ク
に
し
て
売
り
出
し
た
も
の
。

　
管
内
を
含
め
た
美
濃
地
域
で
生
産
さ
れ
た
米
は
、日
本
穀
物
検
定
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で

２
０
１
５
年
産
か
ら
４
年
連
続
で「
特
Ａ
」の
評
価
を
う
け
て
い
ま
す
。

　
内
容
量
は
３
０
０
ｇ（
２
合
）価
格
は
５
４
０
円（
税
込
み
）。

「
大
正
村
浪
漫
亭
」と
恵
那
市
観
光
物
産
館「
え
な
て
ら
す
」で
販
売
し
て
い
ま
す
。

光
秀
VS
秀
吉
！ 

天
下
分
け
目
の
山
崎
の
戦
い

光
秀
の
人
物
像
：
裏
切
り
者
・
極
悪
人
な
の
か
？

愛
妻
家
・
明
智
光
秀

ど
う
し
て
光
秀
は
謀
反
し
た
の
か
？

※岐阜県内の生誕地については諸説あります。
※年号下の年齢は1528年（亭禄元年）誕生説を
　とった場合の推定年齢です。
　明智光秀の生誕年月日には諸説あります。

光秀の軌跡

桔梗紋について

　明智氏の祖である土岐家が桔梗紋
を使っていたこともあり、同様の家紋を採
用した。また光秀は、桔梗の花の色にち
なんで水色の桔梗紋を使用。本能寺
の変以降は、「裏切りの家紋」と認識さ
れていた時代もあるとされている。

於牧の方墓所
　光秀の母、於牧の方の墓所。悲運の最期をとげた、
於牧の方を偲び、里人の民が建立したとされています。
１７４３年に建立された石塔には、「南無阿弥陀如来」と
刻まれ、樹齢４００年を超える老樹「高野槙」は神木と
して取り扱われています。

天神神社・光秀学問所
　祭神は学問の神・菅原道真。光秀
が若い頃、学僧を招いて学問に精進
したと伝えられている。

た
ま

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で「
特
Ａ
」評
価

「
光
秀
の
飯
」販
売

明
智
光
秀
公

ゆ
か
り
の
地

落合砦
　明知城が宝治元年に築城されたころ、千枚敷台地に出城とし
て砦が築かれたとされています。伝承によれば、光秀はこの砦で
生まれたとされ、産湯として使ったとされる井戸も現在残ってい
ます。また、明智町では毎年5月3日に「光秀まつり」が開催され
ています。

ひ
ろ 

こ

※
記
載
い
た
し
ま
し
た
内
容
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
。

JA明智支店

 大嶋 菜月



営農部
営農販売戦略課

 柘植 健太

♦ 1011 ♦ JAひがしみの

　
ス
プ
ラ
ウ
ト
と
は
、植
物
の
発
芽
し
た

て
の
も
の
を
指
し
ま
す
。植
物
の
種
子
に

は
成
長
の
た
め
に
必
要
な
栄
養
分
が
凝
縮

さ
れ
て
い
ま
す
が
、水
分
を
得
て
発
芽
す
る

と
、さ
ら
に
新
し
い
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
が
合
成
さ
れ
、
栄
養
価
が
ぐ
っ
と
高
ま

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
発
芽
植
物
が「
ス
プ

ラ
ウ
ト
」と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、健
康

野
菜
と
し
て
、若
い
人
た
ち
の
間
で
人
気

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

 　
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
は
日
本
に
古
く
か

ら
あ
る
ス
プ
ラ
ウ
ト
の
代
表
格
と
い
え
ま

す
が
、近
年
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、芽
キ
ャ
ベ

ツ
、マ
ス
タ
ー
ド
、ク
レ
ス
、ル
ッ
コ
ラ
、

ソ
バ
、ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
、ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
加
わ
り
、大
変
に
ぎ

や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。白
色
の
モ
ヤ
シ

や
発
芽
玄
米
な
ど
も
同
類
で
す
が
、今
回

は
野
菜
を
用
い
て
子
葉
に
色
づ
け
す
る
緑

も
の
の
育
て
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 　
栽
培
適
温
は
い
ず
れ
も
20
〜
25
度
と
、

適
温
期
の
幅
は
広
い
の
で
、温
度
調
節
で

き
る
な
ら
、食
卓
や
キ
ッ
チ
ン
で
も
手
軽

に
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　
種
子
は
ス
プ
ラ
ウ
ト
用
と
し
て
市
販
さ

れ
て
い
る
無
消
毒
種
子
を
求
め
、耐
熱
性

で
広
口
の
底
面
が
平
ら
な
容
器
を
熱
湯

消
毒
し
て
準
備
し
ま
す
。そ
し
て
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
や
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
を
、底
面
に

平
ら
に
な
る
よ
う
に
敷
き
、十
分
に
湿
ら
せ

て
か
ら
、３
〜
５
㎜
間
隔
ぐ
ら
い
に
、重
な

ら
な
い
よ
う
た
っ
ぷ
り
種
子
を
ま
き
ま
す
。

ま
き
終
わ
っ
た
ら
容
器
を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

で
覆
い
遮
光
し
ま
す
。

発
芽
に
は
酸
素
を
必

要
と
す
る
の
で
、所
々

針
先
で
小
さ
な
穴
を

開
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 　
そ
の
後
は
毎
日
、

乾
き
過
ぎ
な
い
よ
う

霧
吹
き
で
水
を
掛
け

ま
す
が
、水
分
が
多

過
ぎ
る
と
ス
プ
ラ
ウ

ト
が
腐
っ
て
し
ま
う

の
で
、量
の
加
減
に

は
十
分
注
意
し
ま
す
。

 　
発
芽
し
、胚
軸
が
伸
び
始
め
た
ら
カ
ー

テ
ン
越
し
ぐ
ら
い
の
弱
い
光
に
当
て
、葉
の

色
を
少
し
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

 　
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、適
温
な
ら
７

〜
10
日
ぐ
ら
い
で
容
器
い
っ
ぱ
い
に
伸
び

る
の
で
、好
み
の
長
さ
に
な
っ
た
ら
収
穫

し
ま
す
。

①
強
い
イ
ネ
栽
培
に
向
け
、

　
田
植
え
時
期
の
再
検
討

　
田
植
え
後
の
苗
は
水
温
や
気
温
に
よ

り
生
育
に
差
が
発
生
し
ま
す
。近
年
5
月

の
気
温（
水
温
）の
変
化
も
あ
り
、５
月

中
旬
以
降
の
田
植
え
を
行
う
事
に
よ
り
、

根
の
活
着
が
進
み
強
い
稲
つ
く
り
が
進

み
ま
す
。

②
田
植
え
後
の
水
管
理

　
田
植
え
後
地
中
で
は
稲
の
根
が
発
根

を
行
い
、地
面
に
力
強
く
根
を
張
り
ま
す
。

土
の
中
も
酸
素
が
必
要
で
あ
り
、根
の
生

育
に
は
必
要
と
な
り
ま
す
。適
度
な
水
管

理（
間
断
管
理
等
）が
必
要
で
す
。

③
肥
料
の
施
用

　
穂
が
生
成
さ
れ
た
後
、日
中
の
温
度
が

一
定
の
気
温
以
上
に
な
る
と
呼
吸
作
用

が
増
え
ま
す
。す
る
と
デ
ン
プ
ン
が
消
費

さ
れ
白
い
お
米
が
多
く
な
り
ま
す
。高
温

期
の
水
管
理
に
よ
り
温
度
上
昇
の
抑
制

や
田
植
え
後
20
〜
30
日
に
肥
料「
け
い
酸

加
里
」の
施
用
に
よ
り
根
張
り
を
促
し
、

根
の
活
性
化
に
よ
り
強
い
イ
ネ
作
り
を

行
う
事
も
方
法
で
す
。

④
倒
伏
に
強
い
品
種
の
導
入
も
方
法

で
す
。

　
現
在
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
栽
培
が

多
く
、コ
シ
ヒ
カ
リ
は
８
月
の
出
穂
そ
し

て
９
月
の
刈
取
り
が
主
流
と
な
り
ま
す

が
、倒
伏
に
強
い
品
種「
あ
さ
ひ
の
夢
」

の
栽
培
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
あ
さ
ひ
の
夢
は
倒
伏
に
強
く
10
月
初

旬
の
刈
取
り
と
な
る
事
か
ら
、作
型
の
分

散
も
可
能
と
な
り
ま
す
。ま
た
、Ｊ
Ａ
で

は
事
前
申
し
込
み
を
頂
き
、０
・
５
俵
か

ら
買
取
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。栽
培
方

法
に
つ
い
て
は
暦
を
参
照
く
だ
さ
い
。

⑤
あ
さ
ひ
の
夢
は
J
A
ひ
が
し
み
の

管
内
の
ど
の
施
設
で
も
、荷
受
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
中
津
川
C
E
、恵
那
C
E
、

恵
那
北
C
E
、阿
木
R
C
、坂
本
C
E
、

岩
村
R
C
、坂
下
R
C
、恵
南
R
C

2020年
1月

情 報

2020年
1月

冬
の
間
に「
ス
プ
ラ
ウ
ト
」の
楽
し
み

底が平らな容器に、
キッチンペーパーなどを敷き、
3～5㎜間隔に
たっぷり種子をまく

まき終わったら
アルミホイルで包む
アルミホイルは所々
針で小さな穴を開ける

乾かさないよう
霧吹きで水を掛ける

倒れない稲つくりに向けて

対 

策

　近年の自然の猛威により、水稲では田植え後の日照不足による活着遅れや霜の被害、８月の高温による
高温障害、９月収穫期の長雨による収穫時期の遅れなど発生しており、品質の低下が発生しております。
　また、冬季の温暖化などにより越冬カメムシの増加や適期での害虫防除薬剤の散布ができない事
などによりカメムシによる被害も年々拡大しております。
　天候に左右される農業ではありますが天候に負けない米栽培を計画しましょう。

あさひの夢　栽培ごよみ目標収穫量
520kg⁄10a

中 下上 中 下上 中 下上 中 下上 中 下上 中
移植期育苗期 活着期 有効分けつ期 無効分けつ期 幼穂形成期 登熟期

下上 中 下上
収穫期

4月

い
ね
の
生
育

防
除
例

一
発
処
理

一
発
型

追
肥
型

体
系
処
理

水
管
理

施
　
肥

5月 6月 7月 8月 9月 10月
10a

①、有効茎確保の時期
②、穂数
③、一穂数着粒数
④、登熟歩合
⑤、玄米千粒量

・・・７月上旬
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・364本/㎡

・・・・・・・・・・・・80粒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80％
・・・・・・・・・・・・・22.5ｇ

田
植

出
穂

成
熟
期

葉色の変化

5.0～5.5 4.5～5.0

3.5～4.0分けつの様子

箱処理
ツインターボフェルテラ箱粒剤
（ＪＡ苗には施薬済み）

いもち
コラトップ粒剤 （防除ヘリ）

（防除ヘリ）

穂いもち カメムシ除草剤

箱処理

基 肥

穂 肥

土づくり肥料

ツインターボフェルテラ箱粒剤
（ＪＡ苗には施薬済み）

飼料用米一発777 （27-7-7） 30～40kg ／10a⇒ 化学N成分量8.1kg～10.8kg
エムコート2566　（25-6-6） 30～40kg ／10a⇒ 化学N成分量7.5kg～10.0kg

農力アップ
80kg⁄10a

除草剤 除草剤
サキドリEW
又はデルカット

選択 アッパレ（粒剤・フロアブル・ジャンボ）
パワーウルフ粒剤
（粒剤） ※安価剤

※飼料米の場合は圃場に応じてカメムシ防除省略可

※各剤の使用基準により処理して下さい。

マメットSM粒剤
いもち

コラトップ粒剤

ガス抜き・早期中干し 落水
出穂30日以後中干し 間断潅水

穂いもち カメムシ

｛

選択 ネオペーストSR－502（15-10-12） 40kg⁄10a
化成肥料14-14-14　  （14-14-14） 40kg⁄10a｛ 化成肥料17-0-17 （17-0-17） 20kg/10 ⇒ 化学N成分量9.4kg

⇒ 化学N成分量9.0kg｛

選択 ビームエイトスタークルゾル
スタークル粒剤｛

選択 ビームエイトスタークルゾル
スタークル粒剤
ビームスタークル粉剤５ＤＬ

｛

但し、土壌診断の結果に
よっては、下記とする
①、ケイカル150kg/10a
②、ケイ酸加里60kg/10a
とする

★初期成育の促進
１、地温（水温）を高める工夫を
する。

★水管理
１、水持ちの悪い田は特に注意する。
２、間断潅水をし、根腐れを防ぐ。

★病害虫防除
１、いもち病の粒剤での体系防除を必ず実施し、出穂後もカメムシ・ウンカを含め計画的に実施する。
２、出穂10日前までに水田周辺の草刈を行い、カメムシ類を水田に近づけない。
３、飼料米用途ならカメムシ防除は圃場に応じて省略
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 柘植 健太

♦ 1011 ♦ JAひがしみの

　
ス
プ
ラ
ウ
ト
と
は
、植
物
の
発
芽
し
た

て
の
も
の
を
指
し
ま
す
。植
物
の
種
子
に

は
成
長
の
た
め
に
必
要
な
栄
養
分
が
凝
縮

さ
れ
て
い
ま
す
が
、水
分
を
得
て
発
芽
す
る

と
、さ
ら
に
新
し
い
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
が
合
成
さ
れ
、
栄
養
価
が
ぐ
っ
と
高
ま

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
発
芽
植
物
が「
ス
プ

ラ
ウ
ト
」と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、健
康

野
菜
と
し
て
、若
い
人
た
ち
の
間
で
人
気

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

 　
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
は
日
本
に
古
く
か

ら
あ
る
ス
プ
ラ
ウ
ト
の
代
表
格
と
い
え
ま

す
が
、近
年
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、芽
キ
ャ
ベ

ツ
、マ
ス
タ
ー
ド
、ク
レ
ス
、ル
ッ
コ
ラ
、

ソ
バ
、ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
、ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
加
わ
り
、大
変
に
ぎ

や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。白
色
の
モ
ヤ
シ

や
発
芽
玄
米
な
ど
も
同
類
で
す
が
、今
回

は
野
菜
を
用
い
て
子
葉
に
色
づ
け
す
る
緑

も
の
の
育
て
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 　
栽
培
適
温
は
い
ず
れ
も
20
〜
25
度
と
、

適
温
期
の
幅
は
広
い
の
で
、温
度
調
節
で

き
る
な
ら
、食
卓
や
キ
ッ
チ
ン
で
も
手
軽

に
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　
種
子
は
ス
プ
ラ
ウ
ト
用
と
し
て
市
販
さ

れ
て
い
る
無
消
毒
種
子
を
求
め
、耐
熱
性

で
広
口
の
底
面
が
平
ら
な
容
器
を
熱
湯

消
毒
し
て
準
備
し
ま
す
。そ
し
て
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
や
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
を
、底
面
に

平
ら
に
な
る
よ
う
に
敷
き
、十
分
に
湿
ら
せ

て
か
ら
、３
〜
５
㎜
間
隔
ぐ
ら
い
に
、重
な

ら
な
い
よ
う
た
っ
ぷ
り
種
子
を
ま
き
ま
す
。

ま
き
終
わ
っ
た
ら
容
器
を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

で
覆
い
遮
光
し
ま
す
。

発
芽
に
は
酸
素
を
必

要
と
す
る
の
で
、所
々

針
先
で
小
さ
な
穴
を

開
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 　
そ
の
後
は
毎
日
、

乾
き
過
ぎ
な
い
よ
う

霧
吹
き
で
水
を
掛
け

ま
す
が
、水
分
が
多

過
ぎ
る
と
ス
プ
ラ
ウ

ト
が
腐
っ
て
し
ま
う

の
で
、量
の
加
減
に

は
十
分
注
意
し
ま
す
。

 　
発
芽
し
、胚
軸
が
伸
び
始
め
た
ら
カ
ー

テ
ン
越
し
ぐ
ら
い
の
弱
い
光
に
当
て
、葉
の

色
を
少
し
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

 　
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、適
温
な
ら
７

〜
10
日
ぐ
ら
い
で
容
器
い
っ
ぱ
い
に
伸
び

る
の
で
、好
み
の
長
さ
に
な
っ
た
ら
収
穫

し
ま
す
。

①
強
い
イ
ネ
栽
培
に
向
け
、

　
田
植
え
時
期
の
再
検
討

　
田
植
え
後
の
苗
は
水
温
や
気
温
に
よ

り
生
育
に
差
が
発
生
し
ま
す
。近
年
5
月

の
気
温（
水
温
）の
変
化
も
あ
り
、５
月

中
旬
以
降
の
田
植
え
を
行
う
事
に
よ
り
、

根
の
活
着
が
進
み
強
い
稲
つ
く
り
が
進

み
ま
す
。

②
田
植
え
後
の
水
管
理

　
田
植
え
後
地
中
で
は
稲
の
根
が
発
根

を
行
い
、地
面
に
力
強
く
根
を
張
り
ま
す
。

土
の
中
も
酸
素
が
必
要
で
あ
り
、根
の
生

育
に
は
必
要
と
な
り
ま
す
。適
度
な
水
管

理（
間
断
管
理
等
）が
必
要
で
す
。

③
肥
料
の
施
用

　
穂
が
生
成
さ
れ
た
後
、日
中
の
温
度
が

一
定
の
気
温
以
上
に
な
る
と
呼
吸
作
用

が
増
え
ま
す
。す
る
と
デ
ン
プ
ン
が
消
費

さ
れ
白
い
お
米
が
多
く
な
り
ま
す
。高
温

期
の
水
管
理
に
よ
り
温
度
上
昇
の
抑
制

や
田
植
え
後
20
〜
30
日
に
肥
料「
け
い
酸

加
里
」の
施
用
に
よ
り
根
張
り
を
促
し
、

根
の
活
性
化
に
よ
り
強
い
イ
ネ
作
り
を

行
う
事
も
方
法
で
す
。

④
倒
伏
に
強
い
品
種
の
導
入
も
方
法

で
す
。

　
現
在
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
栽
培
が

多
く
、コ
シ
ヒ
カ
リ
は
８
月
の
出
穂
そ
し

て
９
月
の
刈
取
り
が
主
流
と
な
り
ま
す

が
、倒
伏
に
強
い
品
種「
あ
さ
ひ
の
夢
」

の
栽
培
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
あ
さ
ひ
の
夢
は
倒
伏
に
強
く
10
月
初

旬
の
刈
取
り
と
な
る
事
か
ら
、作
型
の
分

散
も
可
能
と
な
り
ま
す
。ま
た
、Ｊ
Ａ
で

は
事
前
申
し
込
み
を
頂
き
、０
・
５
俵
か

ら
買
取
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。栽
培
方

法
に
つ
い
て
は
暦
を
参
照
く
だ
さ
い
。

⑤
あ
さ
ひ
の
夢
は
J
A
ひ
が
し
み
の

管
内
の
ど
の
施
設
で
も
、荷
受
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
中
津
川
C
E
、恵
那
C
E
、

恵
那
北
C
E
、阿
木
R
C
、坂
本
C
E
、

岩
村
R
C
、坂
下
R
C
、恵
南
R
C

2020年
1月

情 報

2020年
1月

冬
の
間
に「
ス
プ
ラ
ウ
ト
」の
楽
し
み

底が平らな容器に、
キッチンペーパーなどを敷き、
3～5㎜間隔に
たっぷり種子をまく

まき終わったら
アルミホイルで包む
アルミホイルは所々
針で小さな穴を開ける

乾かさないよう
霧吹きで水を掛ける

倒れない稲つくりに向けて

対 

策

　近年の自然の猛威により、水稲では田植え後の日照不足による活着遅れや霜の被害、８月の高温による
高温障害、９月収穫期の長雨による収穫時期の遅れなど発生しており、品質の低下が発生しております。
　また、冬季の温暖化などにより越冬カメムシの増加や適期での害虫防除薬剤の散布ができない事
などによりカメムシによる被害も年々拡大しております。
　天候に左右される農業ではありますが天候に負けない米栽培を計画しましょう。

あさひの夢　栽培ごよみ目標収穫量
520kg⁄10a

中 下上 中 下上 中 下上 中 下上 中 下上 中
移植期育苗期 活着期 有効分けつ期 無効分けつ期 幼穂形成期 登熟期

下上 中 下上
収穫期

4月

い
ね
の
生
育

防
除
例

一
発
処
理

一
発
型

追
肥
型

体
系
処
理

水
管
理

施
　
肥

5月 6月 7月 8月 9月 10月
10a

①、有効茎確保の時期
②、穂数
③、一穂数着粒数
④、登熟歩合
⑤、玄米千粒量

・・・７月上旬
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・364本/㎡

・・・・・・・・・・・・80粒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80％
・・・・・・・・・・・・・22.5ｇ

田
植

出
穂

成
熟
期

葉色の変化

5.0～5.5 4.5～5.0

3.5～4.0分けつの様子

箱処理
ツインターボフェルテラ箱粒剤
（ＪＡ苗には施薬済み）

いもち
コラトップ粒剤 （防除ヘリ）

（防除ヘリ）

穂いもち カメムシ除草剤

箱処理

基 肥

穂 肥

土づくり肥料

ツインターボフェルテラ箱粒剤
（ＪＡ苗には施薬済み）

飼料用米一発777 （27-7-7） 30～40kg ／10a⇒ 化学N成分量8.1kg～10.8kg
エムコート2566　（25-6-6） 30～40kg ／10a⇒ 化学N成分量7.5kg～10.0kg

農力アップ
80kg⁄10a

除草剤 除草剤
サキドリEW
又はデルカット

選択 アッパレ（粒剤・フロアブル・ジャンボ）
パワーウルフ粒剤
（粒剤） ※安価剤

※飼料米の場合は圃場に応じてカメムシ防除省略可

※各剤の使用基準により処理して下さい。

マメットSM粒剤
いもち

コラトップ粒剤

ガス抜き・早期中干し 落水
出穂30日以後中干し 間断潅水

穂いもち カメムシ

｛

選択 ネオペーストSR－502（15-10-12） 40kg⁄10a
化成肥料14-14-14　  （14-14-14） 40kg⁄10a｛ 化成肥料17-0-17 （17-0-17） 20kg/10 ⇒ 化学N成分量9.4kg

⇒ 化学N成分量9.0kg｛

選択 ビームエイトスタークルゾル
スタークル粒剤｛

選択 ビームエイトスタークルゾル
スタークル粒剤
ビームスタークル粉剤５ＤＬ

｛

但し、土壌診断の結果に
よっては、下記とする
①、ケイカル150kg/10a
②、ケイ酸加里60kg/10a
とする

★初期成育の促進
１、地温（水温）を高める工夫を
する。

★水管理
１、水持ちの悪い田は特に注意する。
２、間断潅水をし、根腐れを防ぐ。

★病害虫防除
１、いもち病の粒剤での体系防除を必ず実施し、出穂後もカメムシ・ウンカを含め計画的に実施する。
２、出穂10日前までに水田周辺の草刈を行い、カメムシ類を水田に近づけない。
３、飼料米用途ならカメムシ防除は圃場に応じて省略



♦ 1415 ♦ JAひがしみの

　宙くんはやさしく弟思いで、しっかり者。莉久くんはまじめな性格で、なんでも一生懸命
取り組みます。開くんはおだやかな性格で、ちょっぴり甘えん坊。３人集まれば、いつも
元気いっぱいに遊びまわり、お家の中はいつもにぎやかです。
　末っ子の綾音ちゃんはいつだってみんなのアイドル。お兄ちゃんたちはいつも綾音
ちゃんの抱っこを取り合いながら、可愛がっています。
　お母さんは「健康第一に笑顔で、自分のやりたいことを見つけてほしい」と願います。

　現在乳牛３４頭を飼育するお二人。息子
の幸人さんと共に作業を分担しながら牛
たちの体調に気を配り、日々愛情を注いで
います。また、酪農だけでなく、弘幸さん
は農事組合法人へ加入し、農地を守る取り
組みや、福岡農家直売所への出荷会員と

して野菜を栽培するなど、忙しい毎日を送っています。
　「飼育の合間に家事や両親の世話など、文句も泣き言も言わずにしてくれて、本当に
感謝している。」と節子さんへの思いを口にする弘幸さん。結婚して４０年目を迎えた
お二人の出会いは農業青年クラブ（４Ｈクラブ）のキャンプでした。弘幸さんは「一目
ぼれでした」と照れくさそうに話します。
　「新婚旅行以来なかなか行くことができない旅行に、二人で行きたい」と話す弘幸
さん。「これからも2人で健康でありたい」と節子さんは話しました。

FAMILY PHOTO★2020 JANUARY

［問題］二重マスの文字をA～Dの順に
　　　 並べてできる言葉は何でしょうか？

■12月号の答え
クリスマス
■クイズ当選者
原　　晶子 様
伊藤　広子 様
鈴木　那恵子 様
川上　福美 様
成瀬　文子 様

■応募締切日
令和2年1月24日（金）
■賞品
正解者の中から抽選で
5名様に「ひがしみの
カレー」をプレゼント

■応募要領
ハガキにクイズの答えと、郵便番
号、住所、氏名、年齢、職業、電
話番号、ＪＡまたは広報誌に対す
る意見、要望などをご記入の上、
下記までお寄せ下さい。

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの 本店 総合企画部 組織広報課

頭 の 体 操

ひがし君・みのちゃんの おはなし日和

中津川市駒場

安藤 日佐子さん

ひがしみののカレ
ンダーは地域

の写真がのっていて
、メモ欄も広く

て使いやすいです
。

毎年重宝しています
。

たくさんの商品開発で、
ドラマの人気と共に
地元を盛り上げて
いただきたいです！

お使いいただき、
ありがとうございます。
素敵な写真ばかりで、
毎月めくるのが
楽しみですね！

横半分に切った
ゆずを果汁搾り器で搾り、
水とお好みの量の
砂糖で割ります。

香りも味もすっきりとした
ジュースはおいしいですよ。

恵那市三郷町
稲垣 定男さん

恵那市商工観光部
大河ドラマ活用推進室
中村 みはるさん

大正村の浪漫亭では、「光秀の飯」以外にもうどんや醤油、タオルやメモ帳など、たくさんの光秀商品を販売しています。是非一度ご来店ください！
中津川市神坂
園原 幸子さん

１１月末に主人とゆずを収穫しました。鍋物やゆず味噌などで味わいましたが、何か違った食べ方が
あれば、知りたい
と思います。

腕を組み、胡坐を
かいたような大根
が採れました。

互いへの感謝の心を

中津川市下野

古田 弘幸 さん（６７）
　　 節子 さん（６３）

中津川市坂下

吉村 宙 くん（８）

　　 莉久くん（６）
　　 開 くん（５）

　　 綾音ちゃん（１）

おうちの中は
いつもにぎやか

①元旦の寺社が混雑する理由
②霊峰も銀峰もこれです
③バイオリンやビオラより大きな
弦楽器
④魚偏に里と書く魚
⑤破（わ）れ鍋にお似合いです
⑧一ー　ニタカ　三ナスビ
⑩擦りむいた膝やあかぎれに
塗ります
⑫浅草寺の表参道にある
ー商店街

⑬今より前の時点
⑮てこの―を利用して重い物を
動かした
⑰グーとパーではパーの方
⑱英語ではｋｉｎｇと言います

①「生麦生米生卵」とか「東京
特許許可局」とか
⑥夫の配偶者です
⑦生まれたばかりの赤ん坊の
こと
⑧ゆっくりつかって「極楽、極楽～」
⑨剣や弓矢、大砲などのこと
⑪首の後ろ側の部分
⑬ーをのんでなりゆきを見
守った
⑭刑事を意味する俗語
⑮お酒は飲めない体質です
⑯こたつに似合う果物
⑱♂の記号で表すことも
⑲だて巻き、数の子、黒豆など
を重箱に詰めて用意します

■ヨコのカギ ■タテのカギ

座布団に
座っていると、
頑固そうな

イメージですね。

そら

かい

り

あや

く

ね



♦ 1415 ♦ JAひがしみの

　宙くんはやさしく弟思いで、しっかり者。莉久くんはまじめな性格で、なんでも一生懸命
取り組みます。開くんはおだやかな性格で、ちょっぴり甘えん坊。３人集まれば、いつも
元気いっぱいに遊びまわり、お家の中はいつもにぎやかです。
　末っ子の綾音ちゃんはいつだってみんなのアイドル。お兄ちゃんたちはいつも綾音
ちゃんの抱っこを取り合いながら、可愛がっています。
　お母さんは「健康第一に笑顔で、自分のやりたいことを見つけてほしい」と願います。

　現在乳牛３４頭を飼育するお二人。息子
の幸人さんと共に作業を分担しながら牛
たちの体調に気を配り、日々愛情を注いで
います。また、酪農だけでなく、弘幸さん
は農事組合法人へ加入し、農地を守る取り
組みや、福岡農家直売所への出荷会員と

して野菜を栽培するなど、忙しい毎日を送っています。
　「飼育の合間に家事や両親の世話など、文句も泣き言も言わずにしてくれて、本当に
感謝している。」と節子さんへの思いを口にする弘幸さん。結婚して４０年目を迎えた
お二人の出会いは農業青年クラブ（４Ｈクラブ）のキャンプでした。弘幸さんは「一目
ぼれでした」と照れくさそうに話します。
　「新婚旅行以来なかなか行くことができない旅行に、二人で行きたい」と話す弘幸
さん。「これからも2人で健康でありたい」と節子さんは話しました。

FAMILY PHOTO★2020 JANUARY

［問題］二重マスの文字をA～Dの順に
　　　 並べてできる言葉は何でしょうか？

■12月号の答え
クリスマス
■クイズ当選者
原　　晶子 様
伊藤　広子 様
鈴木　那恵子 様
川上　福美 様
成瀬　文子 様

■応募締切日
令和2年1月24日（金）
■賞品
正解者の中から抽選で
5名様に「ひがしみの
カレー」をプレゼント

■応募要領
ハガキにクイズの答えと、郵便番
号、住所、氏名、年齢、職業、電
話番号、ＪＡまたは広報誌に対す
る意見、要望などをご記入の上、
下記までお寄せ下さい。

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの 本店 総合企画部 組織広報課

頭 の 体 操

ひがし君・みのちゃんの おはなし日和

中津川市駒場

安藤 日佐子さん

ひがしみののカレ
ンダーは地域

の写真がのっていて
、メモ欄も広く

て使いやすいです
。

毎年重宝しています
。

たくさんの商品開発で、
ドラマの人気と共に
地元を盛り上げて
いただきたいです！

お使いいただき、
ありがとうございます。
素敵な写真ばかりで、
毎月めくるのが
楽しみですね！

横半分に切った
ゆずを果汁搾り器で搾り、
水とお好みの量の
砂糖で割ります。

香りも味もすっきりとした
ジュースはおいしいですよ。

恵那市三郷町
稲垣 定男さん

恵那市商工観光部
大河ドラマ活用推進室
中村 みはるさん

大正村の浪漫亭では、「光秀の飯」以外にもうどんや醤油、タオルやメモ帳など、たくさんの光秀商品を販売しています。是非一度ご来店ください！
中津川市神坂
園原 幸子さん

１１月末に主人とゆずを収穫しました。鍋物やゆず味噌などで味わいましたが、何か違った食べ方が
あれば、知りたい
と思います。

腕を組み、胡坐を
かいたような大根
が採れました。

互いへの感謝の心を

中津川市下野

古田 弘幸 さん（６７）
　　 節子 さん（６３）

中津川市坂下

吉村 宙 くん（８）

　　 莉久くん（６）
　　 開 くん（５）

　　 綾音ちゃん（１）

おうちの中は
いつもにぎやか

①元旦の寺社が混雑する理由
②霊峰も銀峰もこれです
③バイオリンやビオラより大きな
弦楽器
④魚偏に里と書く魚
⑤破（わ）れ鍋にお似合いです
⑧一ー　ニタカ　三ナスビ
⑩擦りむいた膝やあかぎれに
塗ります
⑫浅草寺の表参道にある
ー商店街

⑬今より前の時点
⑮てこの―を利用して重い物を
動かした
⑰グーとパーではパーの方
⑱英語ではｋｉｎｇと言います

①「生麦生米生卵」とか「東京
特許許可局」とか
⑥夫の配偶者です
⑦生まれたばかりの赤ん坊の
こと
⑧ゆっくりつかって「極楽、極楽～」
⑨剣や弓矢、大砲などのこと
⑪首の後ろ側の部分
⑬ーをのんでなりゆきを見
守った
⑭刑事を意味する俗語
⑮お酒は飲めない体質です
⑯こたつに似合う果物
⑱♂の記号で表すことも
⑲だて巻き、数の子、黒豆など
を重箱に詰めて用意します

■ヨコのカギ ■タテのカギ

座布団に
座っていると、
頑固そうな

イメージですね。

そら

かい

り

あや

く

ね
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特集

1月 恵那支店
坂下支店
ローンセンター恵那店
下野支店
加子母支店
付知支店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

1月

2月

8日（水）
9日（木）
15日（水）
〃　　

12日（水）
13日（木）

下野支店
本　　店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本　　店

月　　日内 容 場　　所

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

1月

2月

8日（水）
22日（水）
12日（水）
21日（金）

山岡支店
本　　店
恵那支店
下野支店

税務
相談

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、
お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

13日（木）・14日（金）

8日（水）
〃　　

12日（日）
15日（水）
〃　　
〃　　

19日（日）
26日（日）

2月 ローンセンター中津川店
山岡支店
上村支店
明智支店
ローンセンター恵那店
恵那支店
坂下支店
ローンセンター中津川店
下野支店
加子母支店
付知支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

2日（日）
5日（水）
〃　　
〃　　
9日（日）
12日（水）
〃　　

16日（日）
19日（水）
〃　　
〃　　

令和2年2月

発行：東美濃農業協同組合（JAひがしみの）
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事故をしてしまったら 0120-25-8931TEL

通帳・キャッシュカードを無くしてしまった 0120-215-522TEL

葬儀に関するご相談は 0120-09-8382TEL

電化製品のお問い合わせは 0573-78-0122TEL

プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは 0573-68-7744TEL

本 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店
ローンセンター中津川店
ローンセンター恵那店

78-0124
25-5291
56-2121
54-2171
65-3145
26-2999

上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支店
付 知 支 店
下 野 支 店

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

明智光秀のルーツを辿る明智光秀のルーツを辿る

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購 買 品 供 給 高
販 売 品 取 扱 高

32,232人
26億2,969万円

2,272億7,605万円
352億6,223万円
6,148億6,303万円
36億6,031万円
30億6,567万円

（令和元年11月30日現在）

第9回理事会 （令和元年12月19日）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
子
年
。子
年
生
ま
れ
の
特
徴
は
、真
面
目
で

倹
約
家
、ま
た
人
に
や
さ
し
く
、社
交
的
で
も
あ
る
そ

う
で
す
。し
か
し
、素
直
で
考
え
す
ぎ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
や
す
い
と
の
こ
と
。今
回

の
特
集
で
取
り
上
げ
た「
明
智
光
秀
」も
子
年
だ
そ
う

で
す
。何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

  

（
も
）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
九
星
に
よ
る
と
、私
は「一白
水
星
」に
あ
た
り
ま
す
。２
０

２
０
年
の
運
勢
を
調
べ
る
と
、「
大
き
な
変
化
の
可
能
性
あ
り
。

思
い
つ
き
で
動
く
と
失
敗
す
る
た
め
、あ
せ
ら
ず
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
こ
と
。」と
あ
り
ま
し
た
。確
か
に
向
こ
う
見
ず
で

早
と
ち
り
な
面
が
あ
り
ま
す
。訪
れ
る
変
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
、何
事
も
冷
静
に一歩
ず
つ
、と
肝
に
銘
じ
ま
す
。
（
な
）

次の事項が審議されました。
【附議事項】
①任期満了に伴う役員選任日程について
②岐阜県信連への増資について
③東美濃農業協同組合企業年金規約の
一部変更について
④総代選挙における管理者及び立会人の
指名者変更について
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https://ja-higashimino.or.jp
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみのホームページ

JAひがしみの 検 索

お伺いしましたのは

店舗名

担当者名 です。
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